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はじめに

　権威主義体制のもとで亀裂は政治にいかに作用するのか？　本書第１章

（総論）における先行研究サーベイで指摘されているとおり，この問いに対し

ては，これまで２つの両義的な見解が示されてきた。第１に，権威主義体制

の成立にともなう政党制の崩壊によって，亀裂構造が破壊され，亀裂と政治

の結びつきが失われるというものである。この見解は，議会制民主主義を経

験した後に共産主義政権の樹立によって権威主義体制へと至った（そしてそ

の後，さらに第３の民主化の波のなかで再民主化した）東欧諸国の研究において

優勢である。第２に，権威主義体制のもと，政権（国家）が自らの支配を維

持・強化するために，社会に内在する亀裂を操作するというものである。こ

の見解は，宗教，エスニシティ，言語などの差異に基づく亀裂の強調や非政

治化が企図されたアフリカ諸国の研究において見られる（本書１０－１１ページを

参照）。このうち第１の見解は，第２の見解との関連において，東欧諸国以外

の国や地域にあてはめることに一定の留保を要する。他方，第２の見解は，

国家による社会の支配のありようを理解するには有効であるものの，国家に

対する社会のリアクション（抗国家運動），政権内の権力闘争，社会（抗国家

運動）内の政治的営為に亀裂がどう関わっているかを説明していない。

　以上のような問題意識のもと，本章では，中東・アラブ世界における権威



主義国家の代表格とみなされるシリア・アラブ共和国の政治と亀裂の関係を

取り上げる。アラブ民族主義を国是とする同国の政治（あるいは思想）に関

する研究は，そのアラブ民族性をさまざまな見地から論じてはきたが，そこ

で暮らす人々の多様な民族性・エスニシティに起因する亀裂が分析対象にな

ることはほとんどなかった。そこで本章では，シリアの民族・エスニック集

団のうち，国内最大のマイノリティであるクルド人に焦点をあて，彼らの民

族性に起因する亀裂が同国の政治にどのように反映されてきたのかを明らか

にする。具体的には，バッシャール・アサド（�����������������）政権（２０００

年７月発足）下でもっとも活発な活動を行っている政治勢力（反政府勢力）（１）

のひとつであるクルド民族主義勢力の動静に着目し，クルド民族性に起因す

る亀裂を体現する彼らの活動や政権の政策が，この亀裂によっていかに規定

されているのかを分析する。

　以下ではまず第１節で，シリアにおける亀裂構造と政治体制の関係を概観

する。第２節では，クルド民族性に起因する亀裂がいかに「クルド（人）問

題」（��������	�
���������
，アラビア語で������������������������������	����）を発
・

生・深刻化させたのかを見たうえで，シリアのクルド民族主義勢力（政党・

政治組織，政治同盟）を紹介する。第３節では，「クルド問題」やクルド民族

主義勢力への�・アサド政権の対応と，同政権下でのクルド民族主義勢力の

活動を詳しく見る。そして「おわりに」では，権威主義体制という現実のな

かで，�・アサド政権とクルド民族主義勢力の双方がいかなる政治的課題を

抱えているのかを考察する。

　なお，「クルド問題」とは一般的に，トルコ，イラク，イランといった国々

におけるクルド民族主義運動の展開と，それによってもたらされる差別・抑

圧を示す。だが本章で筆者が「クルド問題」という場合，それは単にクルド

民族性に起因する亀裂や恣意的差別を意味するのではなく，「合法的」な政策

や法律を通じて「制度化」された「国家が支援，容認する差別」（��������	
���

�����［１９９６��３０］）を指す。

���



第１節　シリアにおける亀裂構造

　シリアにおける亀裂構造は同国社会の文化・地域的，機能的な多様性を客

観的・主観的な基礎としている。本節ではまず，こうした多様性がいかなる

政治的環境のもとで亀裂をもたらすに至ったのかを概説する。次に，独立

（１９４６年４月１７日）から現在に至るまでの亀裂と政治の関係を政治体制の異な

る３つの時期に大別して明らかにする。

　１．亀裂の生成

　シリアはさまざまな宗教・宗派集団，民族・エスニック集団を抱え，地域

的にも多様性に富んだ「モザイク社会」，「モザイク国家」として知られてい

る。宗教・宗派集団に着目すると，イスラーム教のスンナ派，アラウィー派，ド

ゥルーズ派，キリスト教諸派などが暮らしている。また，民族・エスニック

集団は，マジョリティを構成するアラブ人の他に，クルド人，アルメニア人（ア

ルメニア正教徒，アルメニア・カトリック）などがいる（表１および図１を参照）。

　一方，地域の多様性は主に２つのレベルにおいて顕著である。第１に，ダ

マスカス，アレッポ，ヒムス，ハマーといった大都市を中心とする地域――「く

に」（バラド［�����］，複数形はビラード［������］）――間の文化・慣習や経済生

活の違いである。シリアを含む東アラブ地域は，「ビラード・アッ＝シャーム」

（���������������，シャーム［今日のシリア，レバノン，ヨルダン，パレスチナ�イス

ラエル，トルコ南部，イラク北部からなる地域の総称］のくにぐに）と呼ばれる

が，この呼称はこうした地域間の差異の存在を端的に表わしている。第２に，

経済的機能の違いから生じる都市・農村間の対照で，「くに」を超えるかたち

（あるいは細分するかたち）で展開している。この対照はまた，「伝統的」，な

いしは「封建的」（����������）な生産様式のもとでの大地主（不在地主）・大商人，
・
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農民といった階級や，資本主義のもとでの資本家，労働者といった階級の差

異とも重なりあっている。

　シリアの亀裂構造は，こうした社会の多様性を客観的・主観的な基礎とし，

同国の政治的・社会的構成が確定したフランス委任統治（１９２０～１９４６年）のも

とで生成された。

　フランスは，レバノンで宗派主義（�����
�
������）体制を確立したのと同様，シ

・

リアにおいても社会の多様性に着目し，その分断を図ることで支配を維持し

ようとした。「分割統治」とでもいうべきこの支配は，シリアでマジョリティ

を占めるスンナ派・アラブ人が主導する独立運動の高揚と，委任統治体制を

���

（出所） Collelo［1988: 63］，Middle East Watch［1991: 90］をもとに筆者作成。

表１　シリアの主要な宗教・宗派集団，民族・エスニック集団の人口比（推計）

宗教・宗派集団 92.31

76.31

12.50

3.17

0.33

イスラーム教徒

　　スンナ派

　　アラウィー派

　　ドゥルーズ派

　　イスマーイーリー派

民族・エスニック集団 90.22

8.00

1.50

0.25

0.03

アラブ人

クルド人

アルメニア人

コーカサス人

ユダヤ人

7.66

2.67

1.33

1.17

0.37

1.30

0.20

0.25

0.13

0.08

0.08

0.08

0.03

キリスト教徒

　　ギリシャ正教徒

　　ギリシャ・カトリック

　　シリア正教徒

　　シリア・カトリック

　　アルメニア教徒

　　アルメニア・カトリック

　　マロン派

　　ネストリウス派

　　カルディア・カトリック

　　ローマ・カトリック

　　プロテスタント

ユダヤ教徒



脅かすような政治勢力の台頭を抑える目的があったが，具体的には主に２つ

の施策を通じて推し進められた。第１に，レバント特別軍（��������	���
	�������

��������	，シリア国軍の前身）におけるマイノリティ（アラウィー派，ドゥルー

ズ派，イスマーイーリー派，クルド人，コーカサス人）の優遇であり，第２に，マ

イノリティが多く住む地域への自治権の付与である（�������［１９７９��３９］，

������［１９８７��５３３�５３４］）。このような統治政策が，宗教・宗派，民族性・エス

ニシティ，地域，経済的機能，そして階級への帰属という客観的事実（社会

構造・属性上の差異）と主観的な帰属意識（集団意識や価値）に組織的表現形
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図１　シリアの主要な宗教・宗派集団，民族・エスニック集団の住み分け

（出所）Boustani and Fargues ［1991: 29］, Collelo ［1988: 62-72］, Commins ［1996: 47-47, 70］をも

　　　　とに筆者作成。
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態を与えることになった。そしてここにシリアの亀裂構造を構成する主要な

５つの亀裂（宗教・宗派，民族性・エスニシティ，地域，経済的機能，階級に起

因する亀裂）が確立し，「固定化」（閉鎖化）されたのである（表２を参照）。

　なお，委任統治下のシリアでは，西欧列強の恣意的国境確定や亀裂の生成

に抵抗するかたちで，アラブ民族主義，シリア民族主義（大シリア主義），マ

ルクス主義，イスラーム主義などが政治化した。これらの超国家イデオロ

ギーは，亀裂に端を発するすべての社会的対立を超克するだけの万能性を備

えてはいなかったが，国家（�����）に合致する国民（������）概念（国民主義）

が未成熟だったシリアにおいて，国民統合を支える原理（あるいは周辺諸国と

の連帯やそれらへの内政干渉を正当化する原理）としての役割を果たすようにな

った。

　２．政治と亀裂の関係の変遷

　独立後のシリアは，議会制民主主義，一党支配型権威主義，「権力の二層構

造」に基づく権威主義という３つの政治体制を経験してきたが，亀裂と政治

はそれぞれの体制において異なったかたちで結びついてきた。

　（１）　議会制民主主義（１９４６年４月～１９６３年３月）

　独立から１９６３年３月までの１７年間は，度重なるクーデタ（１９４９年３月，８月，

１２月，１９５１年１１月，１９５４年２月），軍事政権（１９４９年３～８月，１９５１年１１月～１９５４

���

（出所） 筆者作成。

表２　シリアにおける主な亀裂

宗教・宗派

民族性・エスニシティ

地域

経済的機能

階級

スンナ派対アラウィー派，アラウィー派対ドゥルーズ派など

アラブ人対クルド人，アラブ人対アルメニア人など

ダマスカス対アレッポ，ヒムス対ハマーなど

都市対農村（地方都市）

大地主・大商人対農民，資本家対労働者

主な対立項 亀裂要因



年２月），エジプトとの合邦（１９５８年２月～１９６１年９月）によって，政治的に不

安定な状態が続いたものの，議会制民主主義体制が敷かれた時期であり，そ

こでの亀裂は政党・政治組織間の対立に反映された。

　この時期，シリアには大きく分けて２つの政治勢力が存在し，対立しあっ

てきた。第１の勢力は，既存の社会・経済体制と政治的優位の維持を望む保

守勢力で，当時政権を交代してきた二大政党の国民党（���������������
・

�������）と
・

人民党（�����������	���）からなっていた。第２の勢力は，社会・経済改革（と
・

りわけ農地改革）の実施と政権掌握をめざす革新勢力で，アラブ社会主義バ

アス党（����������������������������������	
�����），シリア共産党（���
・

�����������	
���

�

������
・

������）などからなっていた（２）。

　この２つの勢力の対立は，保守対革新という政治的志向の違いだけなく，

宗教・宗派，地域，経済的機能（都市・農村），そして階級に起因する亀裂を

内包するかたちで展開した。すなわち，国民党と人民党は，都市のスンナ派

からなる「伝統的」支配階級（大地主，大商人）や資本家の利益を代表する傾

向にあったのに対し，バアス党やシリア共産党は，マイノリティ宗教・宗派

が高い割合を占める農村出身の被支配階級（農民，労働者）を代弁しようとし

た（図２を参照）。

　むろん，保守勢力と革新勢力はいずれも一枚岩だったわけではない。保守

勢力においては，ダマスカスに支持基盤をもつ国民党と，アレッポやハマー

を拠点とする人民党が地域的な利害をめぐって対立していた。また革新勢力

においては，アラブ統一を優先させようとするバアス党と，マルクス主義に

おける国際主義や非妥協的な階級闘争の原理に依拠するシリア共産党との間

にイデオロギー対立が見られた。

　なお，上記の政党以外の政治的アクターとして軍の存在を無視しえない。

軍は，政治的志向と社会的出自の双方において，革新勢力としての性格を備

えており，１９４０年代末から１９５０年代初めにかけてクーデタを繰り返し，保守

勢力の政治的優位の打破と社会・経済改革をめざした。また１９５０年代半ば以

降，バアス党が軍に党勢を拡大し，両者が連携したことが，「バアス革命」（１９６３
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年３月８日）を成功へと導いた。すなわち，議会制民主主義の枠外に置かれた

軍という政治アクターの政治への参入が，亀裂を反映した保守対革新の対立

を後者の勝利というかたちで決着させるとともに，議会制民主主義体制その

ものを崩壊させ，亀裂構造と政党制の関係を奪っていったのである（青山

［１９９５��５１�５５，２００５���５０］，��
�
���［１９７０��３３６�３３７］，�������［１９８８��３１�３２��８０�８１��８５�

８９］，�����［１９６５��２８�３１��３７��３９�４１��７７�７９��１５８�１５９��１７６�１７８］，������［１９７５��１５７］，

�������［１９７９��４０�４１］などを参照）。

　（２）　一党支配型権威主義体制（１９６３年３月～１９７０年１１月）

　「バアス革命」から現在に至るまでの約半世紀は，権威主義体制が敷かれた

時期であるが，このうち１９７０年１１月までの７年間は，バアス党による一党支

配のもとで国家運営が行われた点に特徴があり，そこでの亀裂は党内の権力

闘争を反映するかたちで顕在化した。

　バアス党政権内の権力闘争はまず，アラブ統一と漸進的な社会・経済改革

を志向するカウミーユーン（����������，民族主義者）と，社会主義の実現を

最優先課題に掲げて急進的な改革をめざすクトリーユーン（������������，地域主
・

義者）・軍事委員会（����������������������），という２つの陣営の間で繰り広げ

られた（３）。「バアス革命」の首謀者を擁する後者の優勢のもとで闘われたこ

の闘争は，基本的にはイデオロギー対立だったが，経済的機能に起因する亀

裂を反映し，前者が大都市を，後者が農村・地方都市を代表していた。

　カウミーユーンとクトリーユーン・軍事委員会の権力闘争において後者の

���

図２　議会制民主主義体制における政治と亀裂の関係（1946～1963年）
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勝利が確定すると，今度は軍事委員会のメンバーどうしが，宗教・宗派，地

域に根ざす亀裂を反映するかたちで対立しあった。すなわち，１９６５年半ばに

表面化したアミーン・ハーフィズ（����������������
・
���，スンナ派，アレッポ市出身）
・

バアス党シリア地域指導部（執行部）書記長とサラーフ・ジャディード（�������
・
����
・

������，アラウィー派，ドゥワイル・バアブダ村［ラタキア県］出身）同副書記長

の権力闘争は，それぞれを支持するスンナ派とマイノリティ宗派の対立とい

った様相を呈した。また，１９６６年２月のクーデタでジャディード地域指導部

副書記長がハーフィズ同書記長らスンナ派の有力者（およびカウミーユーン）

を逮捕・国外追放して以降は，マイノリティ宗派・地域間の対立が激化し，

１９６７年半ばから１９６９年初めにかけて，ドゥルーズ派（サリーム・ハートゥーム

［������������
・
������］地域指導部メンバーら），イスマーイーリー派（アブドゥルカリー
・

ム・ジュンディー［����������	����������	��］地域指導部民族治安局長ら），ハウラー

ン地方出身者（アフマド・スワイダーニー［�������������������］参謀総長ら）が
・

次々と粛清された。

　これにより，ヌサイリー山地（ラタキア県）出身のアラウィー派による事実

上の寡頭制が確立すると，同派の有力者であるジャディード地域指導部副書

記長とハーフィズ・アサド（�������
・
�����������）国防大臣（１９７１年３月に大統領に就
・

任）が反目し，両者の対立は１９７０年１１月に後者が全権を掌握するまで続いた。

ジャディード地域指導部副書記長と���・アサド国防大臣の権力闘争は，厳格
・

な社会主義化政策を断行しようとする前者と，政治と経済における規制緩和

をめざす後者の政策上の対立として展開したが，同時にアラウィー派の部

族（４）間の亀裂を反映した（アジア経済研究所［１９８３��９１�９４��１１４�１２３��１３６�１４６］，

���������	［１９７２��６６�７４��８４�９６��１４５�１５７��１８０�２０３］，�������［１９７９��５２�５４��８３�９４］な

どを参照）。

　以上，バアス党政権内で権力の一極集中化が進められたこの時期，有力者，

指導者たちは，「古い亀裂」（������������	�
，�������［１９９３��４８］）を駆使して，

自らが帰属する宗教・宗派集団，地縁・血縁集団を動員し，政敵の排除や権

力の強化をめざしたのである（図３を参照）。
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　（３）　「権力の二層構造」に基づく権威主義体制（１９７０年１１月以降）

　１９７０年１１月以降は，���・アサド前大統領と�・アサド大統領のもとで「権力
・

の二層構造」を特徴とする権威主義体制が敷かれた時期である。「権力の二層

構造」とは，ムハーバラート（������������，内務省，軍，バアス党の管轄下に

ある諜報機関，秘密警察，武装治安部隊の総称）や軍からなる「真」の権力装置

が，大統領の絶対的な指導のもとに政権運営や政策決定を担当する一方で，

内閣や人民議会（国会）といった「名目的」権力装置が独断的な支配を隠蔽

するために機能するしくみを意味する（������［２００１��５�２３］，青山［２００１���１４�

１５］）。このような権力構造が確立したことで，シリアでは「バアス革命」以

来続いたバアス党の一党支配が廃止され，複数政党制が復活した。だが，そ

こで公認されたのは，バアス党と同党が中心となって結成された翼賛的政治

同盟，進歩国民戦線（���������������������������������	
����，１９７２年３月発足）（５）

・

の加盟政党だけであり，それ以外の政党・政治組織は，政治結社としての登

録を行うための法的規定（たとえば政党法）がないなかで（６），「非合法」，「違

法」と断定されないまでも（７），「非公認」の団体とみなされ，その活動を規

制された。

　「権力の二層構造」のもと，亀裂は２つの目的で利用・操作された。

　第１に，権威主義を本質とする支配体制への「民主的」，「多元的」外見の

付与である。これは，たとえば，首相，外務大臣，国防大臣のポストをスン

���

図３　一党支配型権威主義体制における権力闘争と亀裂の関係（1963～1970年）

（出所）筆者作成。
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ナ派に，内務大臣，情報大臣のポストをアラウィー派に配分するとともに，

ハウラーン地方のキリスト教徒とドゥルーズ派，サラミーヤ地方のイスマー

イーリー派を入閣させるといった閣僚ポストの宗派主義的配分を通じて行わ

れた（��������［１９９３��９７�９８］）。このような網羅的な人材登用によって，政権は自
・

らが主要な亀裂を包含した「民主的」，「多元的」な存在であることを誇示し

ようとしたのである。

　第２に，政権を脅かす可能性のある社会集団内の亀裂の強調と同集団の分

断を通じた支配力の相対的な強化と政治的安定性の確保である。たとえば，

���・アサド政権は，「バアス革命」以降，政治的にも経済的にも疎外されてき
・

た「伝統的」支配階級のうち，ダマスカスの大地主，大商人を懐柔し，「イン

フィターフ」（����������，門戸解放）政策に協力させることで（������［１９８８��５８６］），
・

他の都市（地域）との格差を助長した。階級に起因する亀裂と地域に基づく亀

裂を「交差」させるこうした策は，「伝統的」支配階級の勢力を分散・低下さ

せるのに寄与しただけではなかった。「伝統的」支配階級を親政府勢力と反政

府勢力に分裂させた政権は，前者に後者（ないしは階級全体）の要求を代弁さ

せたり，後者との交渉において前者を仲介役とすることで，不満の鬱積を抑

止してきたのである（図４を参照）。

　なお，権威主義支配の隠蔽と権力基盤の拡大・強化を目的とした以上のよ

うな試みによっても，政権に対する不満は完全には抑えられず，シリア国内

では反政府運動がしばしば発生したが，それもまた亀裂構造と無関係ではな

かった。例えば，１９７０年代半ばから１９８０年代初めにかけてのシリア・ムスリ

ム同胞団（��������������������������	����������������）と���・アサド政権の対決は，
・

宗教・宗派，地域，経済的機能，階級に起因する亀裂を反映し，前者がスン

ナ派，都市（とりわけシリア中北部），「伝統的」支配階級および資本家を，後

者がアラウィー派，農村（とりわけヌサイリー山脈），被支配階級をそれぞれ

代表しているとみなされた（青山［１９９４��１２７�１３４］）。

　権威主義体制を敷く国（とりわけ議会制民主主義を経験した後に権威主義体制

に至った国）では，亀裂構造が破壊され，亀裂と政治の結びつきが失われた
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と捉えられがちであった（本書９ページを参照）。しかし，シリアの事例から明

らかなように，政党制が十分機能しない政治体制のもとでも亀裂構造は権力

闘争や動員などの過程で政治に作用しているのである。

第２節　「クルド問題」とクルド民族主義勢力

　第１節２では，独立後のシリアの政治に，宗教・宗派，地域，経済的機能，

階級に根ざす亀裂が作用してきたことを明らかにした。だが，このことは民

族性に起因する亀裂，とりわけ本章の主要な関心事であるクルド民族性に起

因する亀裂と政治の無関係を意味するものではない。そこで本節では，クル

ド民族性に起因する亀裂が原因となって発生した「クルド問題」と，この亀

裂を体現するかたちで興隆したクルド民族主義勢力に着目する。

　なお，民族性の差異に基づく亀裂は，通常であれば，アラブ人，クルド人

などといった対立項を表出させるが，アラブ民族主義を国是とするシリアで

���

図４　「権力の二層構造」のもとでの亀裂の利用・操作（1970年以降）
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は，アラブ民族性を体現する国家対クルド人（ないしはクルド民族主義勢力）

といった様相を呈する。非アラブ人（クルド人）の民族性がシリア政治におい

て意味をなすこうした特殊事情を踏まえ，本章では単に「民族性に起因する

亀裂」とするのではなく，あえて「クルド
� � �

民族性に起因する亀裂」という表

現を用いる。

　１．「クルド問題」の発生と深刻化

　シリアのクルド人は，総人口の約８％（８）を占める同国最大のマイノリティ

民族・エスニック集団である。彼らは，ジャバル・アル＝アクラード（クル

ド・ダー）周辺，ジャズィーラ地方，ダマスカス市およびその郊外（ドゥンマ

ル市近郊のワーディー・アル＝マシャーリーウ）などに集住している。このうち，

ダマスカス市（およびその郊外）を除く一帯は西クルディスタン，ないしは南

西クルディスタンと総称され，その面積は約１万８０００平方キロメートルにおよ

ぶ（表１，図５，�������［２００４］，������［２００４��１０５］，��������������������������������
・

��������［２００３��５］，�������［２００４��６］，��������［２０００��４６６�４６７］，������［１９８０��

２１１�２１３］，����������［����］を参照）。
・

　独立後のシリアでは，委任統治への抵抗を通じて政治化した超国家イデオ

ロギーのひとつであるアラブ民族主義が国是となった。だが，アラブ民族主

義は，宗教・宗派や地域の多様性に根ざす社会的対立の超克をめざすという

その本分とは裏腹に，非アラブ人を政治的・社会的・経済的に疎外する性向

をもっていた。クルド民族性に起因する亀裂は，まさにこうしたイデオロ

ギー的性向のもとで強調され，１９４０年代と１９５０年代にクルド人への恣意的差

別を誘発し，１９６０年代以降，それが「制度化」することで「クルド問題」と

なった。

　（１）　恣意的差別の誘発（独立～１９５０年代末）
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　議会制民主主義体制が敷かれた１９４０年代と１９５０年代，クルド民族性に起因

する亀裂は，宗教・宗派，地域，経済的機能，階級に起因する他の主要な亀

裂とは異なり，政党制に直接反映されなかった。だが，それは以下２つの政

治的出来事，ないしは政治的変化を受けるかたちでクルド人への反感や恣意

的差別を誘発し，政治に影を落としていった。

　第１に，委任統治時代のレバント特別軍におけるマイノリティ優遇措置の

結果として軍の要職を占めるようになったクルド人士官の政治への干渉であ

る。先述の通り，「伝統的」支配階級出身の保守勢力が主導権を握った独立後

���
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（出所）Badrkh-an［2003］, http://www.yekiti.de/kurdistan.htm（2003年３月アクセス）をもとに

　　　　筆者作成。



のシリアにおいて，軍は革新勢力とともに被支配階級を代弁する存在として

政治に関与し，数度にわたってクーデタを実行したが，こうした動きを主導

したのが他ならぬクルド人士官だった。すなわち，１９４９年３月から１９５１年１１

月にかけて実行された軍事クーデタの首謀者，フスニー・ザイーム（���������
・

�����

�

���，１９４９年３月のクーデタの首謀者）大佐，サーミー・ヒンナーウィー（�������

��������������，１９４９年８月のクーデタの首謀者）准将，アディーブ・シーシャクリー
・

（��������������������，１９４９年１２月と１９５１年１１月のクーデタの首謀者）大佐は，いず

れも「クルドの出自」（�������［１９７９��４２］）をもっていた。クルド人士官の

政治への関与は，１９５４年２月に民政が回復したことで幕を閉じたが，クーデ

タによってもたらされた政治的不安定は「クルド軍事政権」（��������［２０００��

４７１］）の結果との批判を浴び，シリア社会内にクルド人への反感を助長して

いった。

　第２に，シリア国内におけるアラブ民族主義の高揚である。この動きは，

１９５２年のエジプト７月革命によるガマール・アブドゥンナースィル（�������
�

���������������，以下ナセル）政権の発足を機に一気に加速し，１９５８年２月から
・

１９６１年９月にかけて，シリアはエジプトと合邦し，アラブ連合共和国を構成

するに至った。そして，アラブ民族統一に向けたこの政治的流れのなかで，

クルド人に対する差別が激しさを増していった。たとえば，１９５０年代半ばに

は，クルド語のレコードが回収・破棄され，その所有者が逮捕される事件が

発生した。またアラブ連合共和国成立直後にはクルド語の出版物が発禁処分

となった。さらに１９６０年１１月にはアームーダ市の映画館が「焼き討ち」に遭

い，２８３人のクルド人（そのほとんどが小学生）が殺害されるといった事件が

起きた（��������［１９６９��１５３］，��������［１９９２��１２２，２０００��４７１�４７２］，�������

［１９７９��４８］，��������［２０００�］）。

　（２）　差別の「制度化」

　「クルド問題」は，このような恣意的差別が「制度化」されることで発生・

深刻化したが，その根幹をなしたのが１９６０年代に実施された２つの施策，す

　第４章　シリア：権威主義体制に対するクルド民族主義勢力の挑戦　���



なわち「例外的統計」（�������
・
�����
�
����������	��

�
��）と「アラブ・ベルト」（���

・
������������
・

�

������）構想であった。

　「例外的統計」は，分離政権（１９６１年９月～１９６３年３月）下の１９６２年８月２３

日に施行された１９６２年法律第９３号に従って，同年１０月５日にハサカ県で実施

された人口統計の再調査を意味する。当時のハサカ県における急激な人口増

加を近隣諸国からのクルド人の密入国と不法滞在の結果と断じ，「住民台帳の

純化」（��������	
������
［１９９６��３８］）を目的に実施されたこの調査では，

約１２万のクルド人が「外国人」（�������），ないしは「マクトゥーム」（�������，

「戸籍に記載されていない［者］」［���������������］，「住民台帳に登録されていな

い［者］」［��������	�

�������������������］を意味する）とみなされ，シリア国籍を剥

奪された。現在，国籍をもたないクルド系住民の数は２７万５０００人から２８万人

に達するとされ，うち約２０万人が「外国人」，残る７万５０００人から８万人が

「マクトゥーム」と推計されている（青山［２００５���５２�５４］，����������［２００４�］，������
・

��������	�
�［１９９６��１２��１５��４０］，����������������������������������������［２００３��５�６］，
・

��������［１９９２��１２２�１２３］，������［１９８０��２１６］）。

　一方，「アラブ・ベルト」構想は，１９６０年代半ばにバアス党政権によって策

定され，ラアス・アル＝アイン市西部からイラク国境に至る全長約２７５キロ

メートル，幅約１０キロメートルから１５キロメートルの地域（図５を参照）に住

むクルド人農民を追放し，アラブ人農民に国営のモデル農村を建設させるこ

とを目的とした。この構想は，１９６０年代後半と１９７０年代前半に実施され，数

万人のクルド人が土地没収と強制移住の対象となった。また，同構想の一環

として，ハサカ県やアレッポ県でクルド語起源の市・村名のアラビア語名へ

の変更や，公の場でのクルド語による会話の禁止などが行われた（青山

［２００５���５４�５７］，��������	
������
［１９９６��１２�１３��２７�３０��５１�５６］，�������［２００４��

７�８］，��������［１９９２��１２３］［２０００��４７５�４７７］，�������������［１９６６］，������［１９８０��
・

２１７�２１８］，��������［２００４］，�����������	
��	����������������������������［２００３年

３月アクセス］）。

　クルド人に対する恣意的差別が分離政権とバアス党政権のもとで「制度化」

���



された背景には，主に２つの要因があったと考えられる。第１に，アラブ民

族主義への献身を具体的な政策に反映させる必要の高まりである。とりわけ，

エジプトとの合邦を解消して発足した分離政権は，国内外からの「反動的」

との批判をかわすべく「例外的統計」を断行し，自らがアラブ民族主義の理

念に「忠実」であることを示そうとした。第２に，イラクやトルコのクルド

民族主義運動が波及し，シリア内政を不安定化させることへの警戒感である。

これはバアス党政権下で切実な問題となった。たとえば，「アラブ・ベルト」構

想は，クルディスタン民主党（����������������������
・

�������������	
������，英 語 名
・

��������	
���������
�����，略称���）の武装闘争への対応に苦慮するバアス

党政権下のイラクを「教訓」として，「民族国家建設の準備を進めるクルド

人」（�������������［１９６６］）の「脅威」を排除するという口実のもとに実施され
・

た。また，１９８０年代のクルド語の使用規制強化などは，���・アサド政権の庇
・

護のもと，シリアとレバノンを拠点に対トルコ武装闘争を行っていたクルデ

ィスタン労働者党（�������������������	�
����，略称���）の存在が，シリア

国内のクルド人の民族感情を刺激し，反政府運動の高揚を招くことを懸念し

て行われたという一面もあった（青山［２００５���５２��５７�５８］）。

　２．主なクルド民族主義政党・政治組織，政治同盟

　「クルド問題」が，クルド民族性に起因する亀裂と恣意的差別の「制度化」

の結果として生じたのに対し，この亀裂を積極的かつ自発的に政治の場で体

現してきたのがクルド民族主義勢力であった。

　シリアのクルド民族主義勢力は亀裂構造が形成されたフランス委任統治時

代に生まれ，クルド人に対する恣意的差別が激化した１９５０年代後半にシリア・

クルディスタン民主党（����������������������
・

�������������	
�������������������）を結成（１９５７
・

年６月に結成，その後１９５８年にシリア・クルド民主党〔アラビア語名�������������
・

��������������������������������������，クルド語名��������������	�
������	�������������〕に改
・

称）することで，政治活動を本格化させた。しかし，彼らは�・アサド政権
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が発足するまでの約４０年間，主に２つの理由により低迷を続けた。

　第１に，歴代政権，すなわちナセル政権（アラブ連合共和国），分離政権，

バアス党政権，そして���・アサド政権による活動規制である。クルド民族主
・

義勢力は，ナセル政権下の１９６０年８月と分離政権下の１９６１年１２月にシリア・

クルド民主党のヌールッディーン・ザーザー（�������������������）党首らを逮捕

されるなど，活動を本格化した直後から度々大規模な弾圧に曝された（�������

［１９６４��４４］，�������［２００４��７］，��������［１９９２��１２２］）。また，戒厳令（１９６３年

３月８日第２軍事令）が敷かれたバアス党政権下では，「宗派主義的・教条主

義的ショーヴィニズム」を喚起し，「シリアの国土の分割と外国への割譲」を

めざす「秘密結社」とみなされた（青山［２００５���６０］）。むろん，こうした弾圧

はクルド民族主義勢力に限られたものではなかったが，「例外的統計」や「ア

ラブ・ベルト」構想といった「制度化」された差別のもと，彼らの活動が他

の反政府勢力にも増して困難をともなっていたことは容易に想像がつく。

　第２に，クルド民族主義勢力内での対立・分裂である。１９６０年代以降のク

ルド人に対する差別・抑圧の「制度化」と歴代政権による弾圧は，彼らの結

束を強化することも，政治的プレゼンスを増大させることもなく，以下のよ

うな争点をめぐる内部対立を助長した（青山［２００５���６０�６１］）。

���思想潮流をめぐる対立――労働者・農民に支持基盤を置き，クルディス

タンの解放・独立・統一をめざす「左派」と，大地主や宗教指導者の指

導を認め，シリア国内での政治的・文化的自治をめざす「右派」の対立。

この対立は，経済的機能や階級に起因する亀裂だけでなく，第２章第２

節で取り上げられている「世俗・宗教」亀裂を反映した。

���政権との関係をめぐる対立――政権との対話・交渉を通じて政治参加を

実現するか，非妥協的な抵抗運動を通じて体制転換をめざすのかをめぐ

る対立。

�隣国のクルド民族主義勢力との協力関係をめぐる対立――���，���，

クルディスタン愛国連盟（�������������������
・

���������������	
������，英語名����������
・

�����������	
����，略称���）などとの協力関係の是非をめぐる対立。

���



　�指導者どうしの主導権争い。

　こうした対立の結果，シリアのクルド民族主義勢力は分裂を繰り返し，政

権に対する抵抗力を相対的に低下させていった。現在（２００６年１月現在），クル

ド民族主義勢力は以下に列記した１５の政党・政治組織と２つの政治同盟（そ

れらはいずれも「非公認」組織）からなっている。それらはみな，クルド民族

性に起因する亀裂を体現するかたちで，「クルド国民運動」（���������������
・

�����������������������）の一翼を担っていることを自認している。また，シリア
・

という既存の国家を認め（クルディスタンの解放・独立・統一をあからさま

に標榜せず），その枠内で「クルド問題」の解決をめざす点で共通している

（青山［２００５�，２００６�，２００６�］，図６を参照）（９）。しかし，後述するように，�・

アサド政権への対応，他のイデオロギー・政治潮流に属す反政府組織との関

係，さらにはクルド民族主義と「民主化」の関係づけをめぐって意見・立場

を異にしている。

　（１）　政党・政治組織

�シリア・クルド民主党（アル・パールティー）（アラビア語名�������������
・

�������������������������������������（����������），ク ル ド 語 名��������������	�
����
・

���������	�������（��������））ナスルッディーン・イブラーヒーム（����������
・

��������������）派――シリア・クルド民主党の後身。

�シリア・クルド民主党（アル・パールティー）ムハンマド・ナズィール・

ムスタファー（���������������������
・

���
・
�������）派――シリア・クルド民主党
・

の後身，シリア・クルド民主党（アル・パールティー）イブラーヒーム派

から分離（分離時期不明）。

�シリア・クルド左派党（アラビア語名���������������	����������������������������，ク
・

ルド語名�������������������������������）ハイルッディーン・イブラーヒーム

（���������	�������������）派――１９６５年８月にシリア・クルド民主党から分

離。

�クルド・シリア民主党（アラビア語名����������������������
・

�������������������������，
・
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クルド語名���������������������	�
���������）――１９７５年にシリア・クルド民

主党から分離。

�シリア・クルド進歩民主党（アラビア語名����������������������
・

����������������	���
・

����������������������，クルド語名������������������������������������������������）アブ

ドゥルハミード・ダルウィーシュ（�������������������������）派――１９７０
・

年８月にシリア・クルド民主党から分離（１９７７年に現在の党名に改称）。

�シリア・クルド進歩民主党アズィーズ・ダーウド（�������������）派――

１９８０年代初めにシリア・クルド進歩民主党ダルウィーシュ派から分離。

�シリア・クルド・イェキーティー党（アラビア語名������������������������������
・

���

図６　クルド民族主義政党・政治組織の分裂の経緯
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��������，クルド語名���������������������������	�
�������）――１９９２年から１９９３年に

かけて結成

�シリア・クルド民主統一党（イェキーティー）（アラビア語名������������
・

������
・

����������������������������������������（��������），クルド語名��������������������������	�
�
・

���������	�
�������（��������））――シリア・クルド・イェキーティー党が発足

する直前に離反した面々が１９９３年に結成。

�シリア・クルド国民民主党（アラビア語名����������������������
・

����������������������
・ ・

�������������������）――シリア・クルド進歩民主党ダーウド派の離反者が結

成（結成時期不明）。

�シリア・クルディスタン民主パールティー（アラビア語名�����������������������
・

�������������������，クルド語名��������������	�
�����	��
��������������）――結

成時期不明。

�シリア民主連合党（アラビア語名�����������		�
・

�������������������
・

������������������，クル
・

ド語名��������������������������	�
���）――２００３年９月に���の元メンバーが

結成。

�クルド・シリア民主合意（アラビア語名�����������������������������������������������）
・

――２００４年９月に���の元メンバーが結成。

�西クルディスタン亡命政府（アラビア語名�����������������	�
�������������
・

������）――２００４年４月に発足。２００６年１月にシリア・クルディスタン民

主変革運動（���������������	
����������������
・

�������������	
�������������������）に改称。
・

�シリア・クルド・アーザーディー党（アラビア語名������������������������������
・

��������）――２００５年５月に以下の２党が合併し結成。

�シリア・クルド左派党ハイルッディーン・ムラード（���������	����������）

派――１９６５年８月にシリア・クルド民主党から分離。

�シリア・クルド人民連合党（アラビア語名�����������		�
・

��������������	�������������
・

������������，クルド語名��������������	
�������������������������）――１９７５年に

シリア・クルド左派党から分裂（１９８０年８月に改称）。

�シリア・クルド・ムスタクバル潮流（アラビア語名��������������	�
�������
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�������������������）――２００５年５月に結成。

　（２）　政治同盟

�シリア・クルド民主同盟（アラビア語名��������������������������
・

��������������������
・

��������，クルド語名���������	
�����	�
	
����
��
��������）――１９９２年２月

に発足，加盟政党（加盟年，脱退年）は以下の通り。

�シリア・クルド民主党（アル・パールティー）イブラーヒーム派（１９９２

年２月に加盟）。

�シリア・クルド進歩民主党ダルウィーシュ派（１９９４年に新規加盟）。

�シリア・クルド民主統一党（イェキーティー）（１９９９年に新規加盟）。

�シリア・クルド人民連合党（１９９２年２月に加盟，２００２年６月に脱退）。

�クルド・シリア民主党（１９９２年２月に加盟，２００３年１２月に脱退）。

�シリア・クルド左派党ムラード派（１９９２年２月に加盟，２００５年５月にシ

リア・クルド・アーザーディー党に発展解消）。

�シリア・クルド民主戦線（アラビア語名�����������������������������������	�����
・

������������，クルド語名���������	��
������������������）――２００１年３月に発

足，加盟政党（加盟年，脱退年）は以下の通り。

�シリア・クルド民主党（アル・パールティー）ムスタファー派。

�シリア・クルド左派党イブラーヒーム派。

�シリア・クルド進歩民主党ダーウド派。

�シリア・クルド国民民主党。

�シリア・クルド・アーザーディー党（２００５年５月に加盟，２００６年３月に

脱退）。

第３節　�・アサド政権下でのクルド民族主義勢力の活動

　�・アサド政権の発足は，それまで低迷を余儀なくされてきた反政府勢力
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を再活性化させたが，その背景には主に３つの要因があった。第１に，卓越

した指導力で知られた前大統領とは対照的に，�・アサド大統領が権威主義

体制を牽引するだけの政治的手腕を欠いているとみなされたこと，第２に，

前政権との違いを強調しようとした大統領が改革志向をもって支配を正統化

しようとしたこと，そして第３に，イラク戦争（２００３年３月）後のアメリカに

よるシリア・バッシング（イラク復興への非協力やレバノンの「占領支配」・内

政干渉への批判）に乗じるかたちで，政権に改革を迫ろうとする気運（「ネオ・

リベラーリーユーン」［������������������，新自由主義者］的気運）が高まったこと，

である（青山［２００５���５０］，島崎［２００５］を参照）。

　クルド民族主義勢力は，これらの要因に促されるかたちで政治活動を本格

化させ，国内の有識者が主導した「ダマスカスの春」（�������������	）（１０）が完

全に挫折した２００２年半ば以降，シリアの反政府運動のなかで大きなウェート

を占めるようになった。以上を踏まえ，本節ではまず，改革志向を全面に打

ち出す�・アサド政権の対クルド政策，すなわち「クルド問題」やクルド民

族主義勢力への対応を，前政権との比較を通じて明らかにする。そのうえで，

クルド民族主義勢力がシリア国内でどのような活動を展開したのかを具体的

に見る。

　１．�・アサド政権の対クルド政策

　�・アサド大統領は就任直後から，進歩国民戦線の活性化や民間メディア

の育成など，「多元主義」の拡充に向けた政策を次々と策定・実施し，自らの

改革志向を誇示しようとした（青山［２００２��４３�５１，２００５���２９�３７］などを参照）。

こうした政治姿勢は，�・アサド政権の対クルド政策に前政権とは異なる３

つの新たな特徴を付与した。

　第１の特徴は，「クルド問題」解決に向けた積極的な意思表示である。２００２

年８月，�・アサド大統領は，シリアの国家元首としては４４年ぶりとなるハ

サカ県への公式訪問を行い，地元のクルド人有力者らを前に次のように発言
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した。

　「ここ［ハサカ県］には早急に解決しうる多くの問題がある。提起されて

いるにもかかわらず，検討されていない多くの問題がある。［これらの問題

は］直ちに検討されるだろう。そして検討の準備が整えば［問題への対応

は］実行段階に移されるだろう……。クルド人は我々の兄弟であり，我々

は彼らを他のシリア国民と等しく見ている。我々と彼らの文明はひとつで

ある」（������������	���［２００２］）。
・

　また，２００５年６月に開催されたバアス党第１０回シリア地域大会（党大会）

では，「国籍を剥奪されたクルド人の権利回復」（���������［２００５］）という提

言が採択され，「クルド問題」の解決が政策目標に掲げられた。これらの発言

や提言は，「アラブ・ベルト」構想の推進などを通じて「クルド問題」を深刻

化させてきた���・アサド政権の姿勢とはきわめて対照的であった。
・

　第２の特徴は，クルド民族主義勢力の活動への部分的な規制緩和である。

���・アサド前大統領がクルド民族主義勢力を含む反政府勢力を徹底的に弾圧
・

してきたのは異なり（��������	
������
［１９９３��３３５，１９９６��３３�３４］，�������［２００４��

８］などを参照），�・アサド大統領は，自らが設定した４つの「レッド・ライ

ン」（�����������
・ ・
������）――�政権の存在そのものを否定しない，�政権が進める
・

改革を先取りするような言動を控える，�在外勢力や外国と結託しない，�

地下活動を行わない，という４つの条件（青山［２００５���４２］，島崎［２００５��１１］）

――に抵触しない限りにおいて，その活動を黙認していった。そうすること

で，反政府勢力を無力なまま延命させ，「多元主義」拡充という施政方針に寄

与させようとしたのである（青山［２００５���５５�５６］）。

　なお，反政府勢力を封じ込めるためのこのような施策の一環として，�・

アサド政権がその制定をめざしてきたのが，現下の法制度のもとで「非公認」

とみなされる反政府勢力の「公認」（「泡沫野党」としての地位，ないしは進歩国

民戦線新規加盟政党候補としての地位の付与）を目的とした政党法である。２００５

年１１月に作成された法案において，「［政党法の認可を受ける］政党は人種，

宗教，部族に依拠してはならない」（��������［２００５］）という基本前提が再確
・
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認されたことを踏まえると，この法はクルド民族主義勢力の「非合法」化を

もたらす可能性をもってはいる。しかし，２００５年５月初め，アラブ民族主義

勢力とマルクス主義勢力の参加しか認めていなかった進歩国民戦線（１１）に，シ

リア民族主義を奉じるシリア民族社会党（�������������������������������������	�����）
・

イサーム・マハーイリー（��������������
・

����������）派が加盟した事例を鑑みるに，
・

こうした法律や決定の適用は厳格ではなく，�・アサド政権は政党法を通じ

てクルド民族主義勢力を牽制・無力化していくものと思われる。

　第３の特徴は，クルド民族性に起因する亀裂の強調を回避するような人材

登用術への依存度の低下である。���・アサド前大統領は，クルド民族主義勢
・

力を弾圧する一方で，クルド民族主義以外のイデオロギー・政治潮流を介し

てクルド人を懐柔しようとした。その「窓口」になったのがシリア共産党と

宗教界（イスラーム教界）である。シリア共産党は結党（１９２４年）以来，宗教・

宗派集団や民族・エスニック集団への帰属の超克をめざすマイノリティ出身

の有識者の支持を受けてきたが，１９３２年にダマスカス出身のクルド人，ハー

リド・バクダーシュ（����������������）が書記長に就任したのを機に，「伝統

的・社会的チャンネル」（�������［１９７９��４４］）を駆使して，クルド人を多く

入党させ，党勢を拡大していった（青山［２００３��８５�８８］，������［１９９４��５２５�５２７］）（１２）。

そしてこのシリア共産党を進歩国民戦線の加盟政党として懐柔することで，

���・アサド前政権はクルド人を包摂しているというイメージを獲得したので
・

ある。同様の効果は，宗教界の高位に，アフマド・カフタールー（��������
・

���������，共和国ムフティー［������］）やムハンマド・サイード・ラマダーン・

ブーティー（����������������������
・

�������������
・

�����，ダマスカス大学シャリーア学部
・

長）といったクルド人を登用することでも得られていった（１３）。しかし，�・

アサド政権は，こうした亀裂操作を積極的に行わず，「クルド問題」解決への

意思表示やクルド民族主義勢力の活動への部分的規制緩和に重きを置いたの

である。

　以上，�・アサド政権の対クルド政策を見ると，同政権が，「クルド問題」

の黙殺やクルド民族主義勢力の弾圧，さらには亀裂操作など，権威主義体制
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に特有ともいうべき施策に依拠するのではなく，亀裂そのものを容認するよ

うなスタンスをとることで，統治の正統性と支配の安定性を確保しようとし

ていることが明らかである。

　２．�・アサド政権下におけるクルド民族主義勢力の動静

　改革志向によって彩られた�・アサド政権の対クルド政策は，クルド民族

主義勢力の再活性化を促した。彼らは，「ダマスカスの春」の弾圧によって勢

力を失った有識者にとって代わるかたちで台頭し，２００２年半ば以降，活発に

反政府運動を行うようになった（クルド民族主義勢力の主な活動については表３

を参照）。だが，その活動は路線対立や共同戦線を模索する試みの失敗などに

より必ずしも順調には進まなかった。

　（１）　路線対立

　クルド民族主義勢力内の路線対立は主に２つの争点をめぐって顕著であっ

た。

　第１の争点は，�・アサド政権への対応をめぐる問題であり，政権に対し

て強い調子で改革を迫ろうとする陣営（急進派）と，政権との対決を回避し，

国内での活動公認（ないしは黙認）をめざす陣営（穏健派）が対立した。

　急進派は，�・アサド政権に対する示威行動（２００２年１２月１０日のデモ）を最

初に実行したシリア・クルド・イェキーティー党を中心とし，シリア・クル

ド・アーザーディー党（そしてその前身のシリア・クルド人民連合党とシリア・

クルド左派党ムラード派），シリア・クルド民主統一党（イェキーティー），シリ

ア民主連合党，クルド・シリア民主合意，シリア・クルド・ムスタクバル潮

流からなる。一方，穏健派は，�・アサド政権のもとで最初に公然活動（２００２

年６月半ばの祝典）を再開したシリア・クルド進歩民主党ダルウィーシュ派が

主導的役割を担い，シリア・クルド民主党（アル・パールティー）イブラー

ヒーム派，クルド・シリア民主党，そしてシリア・クルド民主戦線のシリア・

���
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表３　クルド民族主義勢力の主な活動（2000～2005年）

主な活動年月日

シリア・クルド・イェキーティー党政治委員会メンバーのマルワーン・

ウスマーン（Marwān‘Uthmān）がムハンマド・アミーン・ムハンマド

（Muh. ammad Amı̄n Muh. ammad，作家）とともに，カーミシュリー市

でジェラーデト・ベドゥルハーン文化会議（Muntadā Celadet Bedirxan 
al-Thaqāf ı̄）を結成。

2000年12月10日

シリア・クルド進歩民主党ダルウィーシュ派が，カーミシュリー市でシ

リア・クルディスタン民主党結成45周年の祝典を主催。会場にはH.・ア

サド前大統領とB・アサド大統領の写真が飾られ，ムンズィル・ムーサ

ッリー（Mundhir al-Mūs.all ı̄）人民議会副議長，ムハンマド・マンスー

ラ（Muh. ammad Mans. ūra）政治治安部（ムハーバラートのひとつ）総

務次長（対クルド政策を担当）ら，B・アサド政権高官・関係者が参列。

2002年６月半ば

シリア・クルド進歩民主党ダルウィーシュ派がワーディー・アル=マシ

ャーリーウでフォーラムを主催。シリア共産党ユースフ・ファイサル（Yūsuf 
Fays.al）派の代表らを招き，シリアのクルド人の現状について討論を行

う。このフォーラムでシリア・クルド進歩民主党ダルウィーシュ派のフ

ァイサル・ユースフ（Fays. al Yūsuf）中央委員会メンバーは「クルド国

家の樹立［をめざす思想は］……幻想に過ぎず，何らの正当性もない」

と発言。

2002年10月初め

シリア・クルド進歩民主党ダルウィーシュ派の主導のもと，シリア・ク

ルド民主同盟がカーミシュリー市で円卓会議を開催し，シリア共産党フ

ァイサル派，シリア民族社会党マハーイリー派の代表らを招き，「クル

ド人問題」などを議論。この会議でシリア・クルド進歩民主党ダルウィ

ーシュ派のダルウィーシュ書記長は，「私は狭量な民族主義的立場から

クルド人の現状に関する問題を提起しない。なぜなら，それはクルド人

だけでなく，シリアという祖国全体にかかわる問題だからである」と発

言。

2002年11月22日

シリア・クルド・イェキーティー党が，世界人権の日にあわせてダマス

カス市内の人民議会議事堂前でデモを実施。100人以上を動員し，クル

ド人民の民族的アイデンティティの承認，クルド語・クルド文化への規

制の解除などを要求。デモを指導した党政治委員会メンバーのウスマー

ンとハサン・サーリフ（H. asan S. ālih.）は12月15日に逮捕され，2004年２

月22日，国家最高治安裁判所で禁固14ヵ月を宣告される。

2002年12月10日

シリア・クルド民主同盟，シリア・クルド民主戦線，シリア・クルド人

民連合党，シリア・クルド・イェキーティー党が第８期人民議会選挙へ

の参戦をめざしたが，最終的にはボイコットを宣言。

2003年２月後半

シリア・クルド民主同盟，シリア・クルド民主戦線，シリア・クルド人

民連合党，シリア・クルド・イェキーティー党が統一地方選挙のボイコ

ットを宣言。

2003年６月初め
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シリア・クルド・イェキーティー党，シリア・クルド人民連合党，シリ

ア・クルド民主統一党（イェキーティー），シリア・クルド左派党ムラ

ード派が，世界子供の日に合わせてダマスカス市内のユニセフ事務所前

でデモを実施。100人余りを動員し，学校でのクルド語教育の解禁とク

ルド語の使用許可などを要求。これに対して治安当局はデモを強制排除

するとともに，指導者７人を逮捕。なお，シリア・クルド進歩民主党ダ

ルウィーシュ派，シリア・クルド民主党（アル・パールティー）イブラ

ーヒーム派，クルド・シリア民主党，シリア・クルド民主戦線加盟４党

派は，予定していたデモへの参加を取りやめた。

2003年６月25日

シリア・クルド進歩民主党ダルウィーシュ派が国民対話集会を開催。バ

アス党の代表らを招き，「クルド問題」について討論を行う。

2003年８月上旬

シリア・クルド・イェキーティー党，シリア・クルド人民連合党，シリ

ア・クルド民主統一党（イェキーティー），シリア・クルド左派党イブ

ラーヒーム派，シリア・クルド進歩民主党ダーウド派，シリア・クルド

国民民主党が，「例外的統計」実施41周年に合わせて，国籍剥奪者権利

擁護委員会（Lajna al-Difā‘ ‘an H. uqūq al-Mujarrad ı̄n min al-Jins ı̄ya），シ

リア民主的諸自由・人権擁護諸委員会（Lijān al-Difā‘ ‘an al-H. urr ı̄yāt al-
D ı̄muqrāt. ı̄ya wa H. uqūq al-Insān f ı̄ Sūriyā，英語名Committees for the 
Defense of Democratic Freedoms and Human Rights in Syria，略称CDF），

シリア人権協会（Jam‘ ı̄ya H. uqūq al-Insān f ı̄  Sūr ı̄ya），市民社会再生諸委

員会（Lijān Ih.yā’al-Mujtama‘ al-Madan ı̄）とともにダマスカス市内の首

相府前でデモを実施。約200人以上を動員し，国籍を剥奪されたクルド

人の権利回復などを要求。なお，シリア・クルド進歩民主党ダルウィー

シュ派，クルド・シリア民主党，シリア・クルド民主党（アル・パール

ティー）イブラーヒーム派，シリア・クルド左派党ムラード派は予定し

ていた参加を取りやめた。

2003年10月５日

シリア・クルド民主同盟，シリア・クルド民主戦線，シリア・クルド人

民連合党，シリア・クルド・イェキーティー党が，世界人権の日にあわ

せて，国籍剥奪者権利擁護委員会，市民社会再生諸委員会，CDF，シリ

ア人権協会，シリア・グローバリズム抵抗活動家（Nāshit.ū Munāhad.a 
al-‘Awlama f ı̄ Sūr ı̄ya），シリア人権文化クラブ（al-Muntadā al-Thaqāf ı̄ li-
H. uqūq al-Insān f ı̄ Sūr ı̄ya），シリア人権擁護連盟（Rābit.a al-Difā‘ ‘an 
H. uqūq al-Insān f ı̄ Sūr ı̄ya），ヒムス・パレスチナ・イラク救済委員会（Lajna 
Nas.ra Filast. ı̄n wa al-‘Irāq bi-H. ims.），ジャマール・アタースィー民主的対

話会議（Muntadā Jamāl al-Atās ı̄ li-l-H. iwār al-D ı̄muqrāt. ı̄，以下アタースィ

ー会議），共産主義行動党（H. izb al-‘Amāl al-Shuyū‘ ı̄ ），シリア国民民主

連合（al-Tajammu‘ al-Wat.an̄ı al-Dı̄muqrāt. ı̄ f ı̄ Sūr ı̄ya）とともにダマスカス

市内の首相府前でデモを実施。数百人を動員し，戒厳令の解除，政治

犯の釈放などとともに，国籍剥奪者の権利回復を要求。これに対して治

安当局はデモを強制排除。

2003年12月10日
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カーミシュリー事件が発生。2004年３月

シリア・クルド左派党（派閥は不明），シリア・クルド人民連合党，シ

リア・クルド民主統一党（イェキーティー），シリア・クルド・イェキ

ーティー党がダマスカス市内の国家最高治安裁判所前でデモを実施。数

百人を動員し，カーミシュリー事件の逮捕者の公判に抗議。

2004年８月29日

シリア・クルド・イェキーティー党，シリア・クルド人民連合党，シリ

ア・クルド左派党ムラード派がワーディー・アル=マシャーリーウから

ダマスカス市内の国家最高治安裁判所前への抗議行進を実施。約600人

を動員し，カーミシュリー事件で逮捕されたクルド人の公判に抗議する

とともに，逮捕者との団結，すべての言論犯・政治犯の釈放，戒厳令の

解除などを要求。シリア・クルド民主統一党（イェキーティー）が支持

を表明。

2004年10月31日

シリア・クルド・イェキーティー党，シリア・クルド人民連合党，シリ

ア・クルド左派党ムラード派がワーディー・アル=マシャーリーウから

ダマスカス市内の国家最高治安裁判所前への抗議行進を再度実施。約

600人を動員し，カーミシュリー事件で逮捕されたクルド人の公判に抗

議するとともに，逮捕者との団結，すべての言論犯・政治犯の釈放，戒

厳令の解除などを要求。シリア・クルド民主同盟が支持を表明。

2004年11月28日

シリア・クルド民主同盟とシリア・クルド民主戦線が，シリア・クルド・

イェキーティー党，シリア・クルド人民連合党，シリア国民民主連合，

アタースィー会議，シリア・グローバリズム抵抗活動家，シリア・アラ

ブ人権機構（al-Munaz.z. ama al-‘Arab ı̄ya li-H. uqūq al-Insān f ı̄ Sūriyā），シ

リア人権協会，共産主義行動党，市民社会再生諸委員会，CDF，国籍剥

奪者権利擁護委員会とともに，ダマスカス市内の首相府前でデモを実施。

約1000人を動員し，戒厳令の解除，政治犯釈放，政党法制定，国籍剥奪

者の権利回復，民族的・文化的特性の尊重などを要求。

2004年12月９日

シリア・クルド民主同盟，シリア・クルド民主戦線，シリア・クルド・

イェキーティー党，シリア・クルド人民連合党が，アラブ民族主義勢力，

マルクス主義勢力，人権擁護団体とともに基本的自由・人権擁護国民調

整委員会を結成。

2005年1月17日

シリア・クルド・イェキーティー党，シリア・クルド人民連合党，シリ

ア・クルド左派党ムラード派がダマスカス市内の国家最高治安裁判所前

でデモを実施。数百人を動員し，カーミシュリー事件で逮捕されたクル

ド人の公判に抗議。

2005年２月15日

基本的自由・人権擁護国民調整委員会が，戒厳令発令42周年とカーミシ

ュリー事件1周年にあわせてダマスカス市内の司法裁判所前でデモを実施。

約500人を動員し，戒厳令の解除，すべての言論犯・政治犯の釈放，「ク

ルド問題」の民主的解決などを要求。これに対して治安当局は，バアス

党の青年党員にデモを「襲撃」させ，強制排除。

2005年３月10日
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シリア・クルド民主同盟，シリア・クルド民主戦線，シリア・クルド人

民連合党，クルド・シリア民主党，シリア・クルド・イェキーティー党

が，カーミシュリー事件1周年にあわせて午前11時から５分間の黙祷を

呼びかける。

2005年３月12日

シリア・クルド・イェキーティー党，シリア・クルド・ムスタクバル潮

流，クルド・シリア民主合意，シリア・クルド人民連合党が，カーミシ

ュリー市でデモを実施。約1500人を動員し，ハズナウィー師失踪殺害事

件の真相究明，「クルド問題」の解決，戒厳令の解除，政治犯の釈放を

要求するが，治安当局によって弾圧される。

2005年５月21日

基本的自由・人権擁護国民調整委員会が，ダマスカス市内のユースフ・

アズム広場でデモを実施。数千人を動員し，ハズナウィー師失踪殺害事

件の真相究明とすべての政治犯釈放を要求。

2005年５月30日

シリア・クルド・イェキーティー党（イェキーティー）がアレッポ大学

でデモを実施。約1000人の学生を動員し，ハズナウィー師失踪殺害事件

を「テロ」行為と非難。

2005年６月２日

シリア・クルド・アーザーディー党とシリア・クルド・イェキーティー

党が，カーミシュリー市でデモを実施。数千人を動員し，ハズナウィー

師失踪殺害事件に抗議するとともに，「クルド問題」の民主的解決，政

党法制定，戒厳令解除，国民統合強化，政治犯釈放などを要求。シリア・

クルド・ムスタクバル潮流がデモへの団結を表明。デモ参加者は事態の

沈静化のために動員された治安当局と衝突，治安当局２人が死亡，クル

ド人３人が負傷，60人以上が逮捕・起訴。デモはアイン・アル=アラブ

市でも実施され，８人が逮捕。

2005年６月５日

2003年６月のダマスカス市内（ユニセフ前）でのデモでの逮捕者３人（禁

固２年の刑期で服役）の釈放を祝う祝典が治安当局によって禁止される。

2005年６月27日

シリア民主連合党がアイン・アル=アラブでPKK結党を祝う祝典を開催。

これに対して治安当局は祝典を強制排除し，57人を逮捕。

2005年８月15日

「ダマスカス国民民主変革宣言」発表。2005年10月16日

シリア・クルド・イェキーティー党，シリア・クルド・ムスタクバル潮

流が，世界人権の日にあわせて，ダマスカス市内のサブウ・バフラート

広場でデモを実施，約200人を動員し，人権尊重，民主化，クルド人の

民族的権利の憲法での保障などを要求。これに対して治安当局はデモを

強制排除。

2005年12月10日

シリア民主連合党が，世界人権の日にあわせて，ダマスカス市内の国家

最高治安裁判所前でデモを実施。約100人を動員し，クルド人政治犯の

釈放を要求。

2005年12月11日

（出所） 青山 [2005b，2005c: 43, 48, 50，2006a，2006b]，H. izb Yak ı̄t ı̄ al-Kurd ı̄ f ı̄ Sūriyā [2005]，
H. izb Yak ı̄t ı̄ al-Kurd ı̄ f ı̄ Sūriyā - al-Lajna al-Siyās̄ıya [2005a]，Lajna al-Tans ı̄q al-Wat.an̄ı li-l-Difā‘ 

‘an al-H. urr̄ıyāt al-Asās̄ıya wa H. uqūq al-Insān [2005]などより筆者作成。



クルド民主党（アル・パールティー）ムスタファー派，シリア・クルド左派党

イブラーヒーム派，シリア・クルド進歩民主党ダーウド派，シリア・クルド

国民民主党からなる（表４を参照）。

　両派の関係は当初から対立的・排他的な雰囲気に包まれた。たとえば，穏

健派のシリア・クルド進歩民主党ダルウィーシュ派（そして同派が主導するシ

リア・クルド民主同盟）が政府高官を招待して会議や祝典（２００２年６月半ばの祝

典，１０月初めのフォーラム，１１月上旬の会議など）を開催し，政権寄りの姿勢を

示すと，シリア・クルド民主同盟内の急進派（シリア・クルド人民連合党，シ

リア・クルド民主統一党［イェキーティー］，シリア・クルド左派党ムラード派）

が反発，２００２年６月には，シリア・クルド人民連合党が同盟からの脱退を宣

言した。また，急進派が�・アサド政権に圧力をかけるかたちでデモ（２００３年

６月２５日と１０月５日のデモ）を実施すると，穏健派は「［デモ活動は］海外か

ら着想を得ており，国の安定を揺るがすことをめざしている」（����������������

［２００３］）と批判し，デモへの参加を辞退・拒否した。

　急進派と穏健派の対立は，クルド人シャイフ，ムハンマド・マアシューク・

ハズナウィー（���������������������������	�
��）師の失踪殺害事件（１４）が発生
・

した２００５年半ば以降に激化した。６月５日，急進派のシリア・クルド・イェ

キーティー党とシリア・クルド・アーザーディー党がカーミシュリー市で事

件の真相究明を求めるデモを断行し，治安当局と衝突すると，穏健派は弾圧

を招いた急進派の行動を厳しく批判したのである（�������������������������������
・

����������������������������������������������������
・

����������������������������［２００５］，���
・

����������
・

����������������������������������［２００５］）。これを機に両派による非難の応酬が激化，
・

６月７日にシリア・クルド・イェキーティー党のフアード・アリークー（�������

��������）政治委員会（政治局）メンバーが「街頭で我々に力で対抗し，我々を

政治的に孤立させた」（��������［２００５］）と述べて穏健派を追及すると，８月２１日，

シリア・クルド進歩民主党ダルウィーシュ派が「［シリア・クルド・イェキー

ティー党の党員は］偽善者，詐欺師で……，クルド［民族主義］諸組織どう

しの憎悪感をかき立てるだけでなく，クルド人民の……敵に奉仕する」（����������
・

　第４章　シリア：権威主義体制に対するクルド民族主義勢力の挑戦　���



����������������������������	��������������������������������������	
����［２００５］）と反論した
・

のである。

　第２の争点は，クルド民族主義と「民主化」のどちらに重きを置くかとい

う問題であり，クルド人の民族的生存権や政治的・文化的自治の保障を第一

義に据えようとする陣営（民族至上主義派）と，市民社会の確立，基本的人権

の尊重，戒厳令の解除，政治犯の釈放，国外亡命者の帰国許可など，いわゆ

る「民主化」の範疇に含まれる要求のひとつとして「クルド問題」の解決を

掲げ，他のイデオロギー・政治潮流に属す反政府組織との共闘を積極的に進

める陣営（民主化重視派）が対立した。

���

表４　クルド民族主義勢力の路線対立

（注）†はシリア・クルド民主同盟加盟党派（シリア・クルド人民連合党は2002年６月に脱退，

クルド・シリア民主党は2003年12月に脱退，シリア・クルド左派党ムラード派は2005年５月

のシリア・クルド・アーザーディー党結成とともに脱退），††はシリア・クルド民主戦線加

盟党派（シリア・クルド・アーザーディー党は2005年5月に加盟し，2006年3月に脱退）。

（出所） 筆者作成。

民族至上主義派 クルド・シリア民主党†

穏健派

シリア・クルド・イェキーティー党

シリア・クルド・アーザーディー党††

（シリア・クルド人民連合党†，シ

リア・クルド左派党ムラード派†）

シリア民主連合党

シリア・クルド・ムスタクバル潮流

民主化重視派 シリア・クルド民主党（アル・パー

ルティー）イブラーヒーム派†

シリア・クルド民主党（アル・パー

ルティー）ムスタファー派††

シリア・クルド左派党イブラーヒー

ム派††

シリア・クルド進歩民主党ダルウィ

ーシュ派†

シリア・クルド進歩民主党ダーウド

派††

シリア・クルド国民民主党††

シリア・クルド民主統一党（イェキ

ーティー）†

クルド・シリア民主合意

急進派



　民族至上主義派は，急進派のシリア・クルド・イェキーティー党，シリア・

クルド・アーザーディー党（その前身のシリア・クルド人民連合党とシリア・ク

ルド左派党ムラード派），シリア民主連合党，シリア・クルド・ムスタクバル

潮流，そして穏健派のクルド・シリア民主党からなる。これに対し民主化重

視派は，シリア・クルド民主同盟のシリア・クルド進歩民主党ダルウィーシ

ュ派，シリア・クルド民主統一党（イェキーティー），シリア・クルド民主党

（アル・パールティー）イブラーヒーム派，シリア・クルド民主戦線のシリア・

クルド民主党（アル・パールティー）ムスタファー派，シリア・クルド左派党

イブラーヒーム派，シリア・クルド進歩民主党ダーウド派，シリア・クルド

国民民主党，そしてクルド・シリア民主合意からなる（表４を参照）。

　両派の対立もまた，デモの実施に際して表面化した。たとえば，民主化重

視派が主導した２００３年１０月と１２月のデモでは，シリア・クルド・イェキーテ

ィー党が，デモそのものには参加したものの，「クルド問題」の解決を最優先

に掲げないそこでの要求を批判した。また２００３年１２月のデモでは，クルド民

族主義の色彩が抑えられたことを不服とするクルド・シリア民主党がシリア・

クルド民主同盟から脱退した。さらに２００４年１２月のデモでも，シリア・クル

ド・イェキーティー党とシリア・クルド人民連合党が，国籍剥奪者の権利回

復以外にクルド人に関する明確な記述がない共同声明への署名を拒否した。

　こうした対立は，民族至上主義派と民主化重視派の双方がアラブ民族主義

勢力やマルクス主義勢力，そして人権擁護団体からなる政治同盟，基本的自

由・人権擁護国民調整委員会（������������	������������������������������������
・

�������������
・

����������������������������������）（１５）の結成（２００５年１月）に参加したことで解消し
・

たかに見えた。だが，呉越同舟にも似た両派の共同歩調は長続きしなかった。

２００５年９月８日に開催された基本的自由・人権擁護国民調整委員会の会合で，

シリア・クルド・イェキーティー党とシリア・クルド・アーザーディー党の

イニシアチブのもと，「例外的統計」４３周年に合わせたデモが計画されると，

シリア・クルド民主同盟とシリア・クルド民主戦線が，クルド民族主義を鼓

舞しようとする民族至上主義派に不快感を示し，会合をボイコットしたので

　第４章　シリア：権威主義体制に対するクルド民族主義勢力の挑戦　���



ある（����������������［２００５�］）。

　最終的に，民族至上主義派と民主化重視派の対立は，２００５年１０月１６日の

「ダマスカス国民民主変革宣言」（���������������	�
��
�����������������������������������������
・ ・

［２００５］）の発表をもって決定的となった。この宣言は，シリア国内外で活動す

るほとんどすべての政治組織が参同・署名（１６）した初の声明で，民主主義の実

現，権威主義・全体主義の廃止，イスラームの尊重，「クルド問題」の民主的

解決，戒厳令解除，１９８０年法律第４９条（注７を参照）など例外的法律の廃止，

国民対話，抜本的改革，外圧に依拠した改革の拒否，市民社会の活性化，選

挙の実施などが目標として掲げられた。

　この宣言に対して，民族至上主義派は反政府勢力の大同団結そのものには

賛同した。だが，「シリアのクルド問題の民主的・公正な解決策の案出による，

国籍，文化，国語教育におけるクルド人とそれ以外の国民の完全なる平等の

保障」という宣言の文言を，「クルド人の［民族としての］権利に上限を設け

ようとしている」（������������������������������������������������������	
�������［２００５�］），
・

「シリア第２の民族としてのクルド人の現状を反映していない」（������　���������
・

����������������������［２００５］），「クルド人の民族としての存在に言及していない」

（��������������	�
��������������������������������������	
�����������������［２００５］），「憲

法においてクルド人を第２の民族として承認する，との要求が盛り込まれて

いない」（�����������		�
・

�������������������
・

������������������������������������	��������［２００５］）と
・

批判し，宣言への署名を拒否した（１７）。そしてそれにより，民主化重視派だけ

でなく，他の反政府勢力との共闘をも放棄したのである。

　（２）　共同戦線

　基本的自由・人権擁護国民調整委員会への民族至上主義派と民主化重視派

の参加からも明らかなように，クルド民族主義勢力の活動は対立や反目のみ

によって彩られていたわけではなく，�・アサド政権下でこれまで２度，積

極的なかたちで共同戦線を敷き，勢力の糾合をめざした。

　最初の共同戦線は，第８期人民議会選挙（２００３年３月２，３日投票）において

���



構築された。この選挙において，クルド民族主義勢力は，シリア・クルド民

主統一党（イェキーティー）のイニシアチブのもと選挙協力を行うための協議

を重ね（���������［２００３�］），２００３年２月１７日，当時国内で活動していたすべ

てのクルド民族主義政党・政治組織（シリア・クルド民主同盟，シリア・クル

ド民主戦線，シリア・クルド・イェキーティー党，シリア・クルド人民連合党）が

「シリアにおけるすべてのクルド政党」（��������������������������	�����������������）（１８）

・

の名で共同声明を発表，ハサカ県選挙区（定数１４議席）で無所属に割り当てら

れた４議席を獲得するため，統一候補を擁立する合意に達したことを明らか

にした（��������������������������	�����������������［２００３］）。
・

　しかし，クルド民族主義勢力の選挙協力は，投票を待たずして早々に挫折

した。その原因は，ハサカ県選挙区での統一候補擁立を主導したシリア・ク

ルド民主統一党（イェキーティー）が，他県の選挙区で独断的に候補者選びを

進めたことに，シリア・クルド左派党ムラード派が反発し，選挙協力の解消

と独自の選挙戦の展開をめざすようになったことにあった（���������［２００３�，

２００３�］，��������������������������������������［２００３�］）。シリア・クルド民主同盟を構
・

成する２党派の対立は，クルド民族主義勢力全体の厭戦ムードを高め，最終

的には，２月２２日から２３日にかけて，シリア・クルド民主同盟，シリア・クル

ド民主戦線，シリア・クルド人民連合党，シリア・クルド・イェキーティー

党が次々と出馬と投票へのボイコットを宣言していった（�����������		�
・

����������
・

�����������������������������������������������	
������［２００３］，��������������������������������������
・

［２００３�］，��������������������������
・

���������������������������������������	�����
�������������������
・ ・

���������������������［２００３］）。

　クルド民族主義勢力による選挙のボイコットは，「［バアス党の］圧勝があ

らかじめ約束され，クルド人の人口比に応じた議席数を獲得できない」（�������
・

���������������������	������������������������������������������	
������［２００３］）といった理由
・

によって正当化された。だが，統一候補の擁立がクルド民族主義勢力内の主

導権争いによって失敗に終わったことは明らかであり，その意味で彼らの自

己弁護は，自身の政治的無能を他者（�・アサド政権と現行の選挙制度）に責任
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転嫁する行為として批判されて然るべきものだった。

　２度目の共同戦線はカーミシュリー事件に際して構築された。カーミシュ

リー事件とは２００４年３月に発生したシリア現代史上初のクルド人による民衆

暴動で，３月１２日にカーミシュリー市で予定されていた地元サッカー・チーム

とデイル・ゾール県所属のチームとの対戦直前に起きた，両チーム・サポー

ター（地元のクルド系住民とデイル・ゾール県から訪れたアラブ系住民）のスタ

ジアム内での衝突に端を発していた。この衝突は，まもなく市全土に拡大，

暴徒化した民衆に警察・治安部隊が無差別発砲を行うに至り，事態は争乱の

様相を呈した。また事件発生を受け，ハサカ市，アフリーン市，アイン・ア

ル＝アラブ市，ダマスカス市，ドゥンマル市（ワーディー・アル＝マシャーリー

ウ），アレッポ市などで，クルド系住民が連日のようにゼネストやデモを組織

し，カーミシュリー市での暴動の真相究明を政府に要求するとともに，クル

ド人に対する差別の撤廃を訴えた。�・アサド政権はこれら一連の暴動に対

して警察・治安部隊を動員し，同月１８日までに弾圧したが，その間，３０人以

上が死亡，約１３０人が負傷し，約１７００人の市民が逮捕された。また約６００人が

イラクへ避難し，そこで難民生活を強いられた（１９）。

　カーミシュリー事件の発生を受けて，クルド民族主義勢力は以下２つの戦

術をもって事態に対処しようとした。第１の戦術は，クルド民衆の不満を反

映したかたちで，「クルド問題」の解決やクルド人の権利向上を主唱するとい

うものである。クルド民族主義勢力は「シリアにおけるすべてのクルド政党」

の名で連日声明を発表し，�・アサド政権に対して，市民への無差別発砲・

逮捕の停止，事件の真相究明，政府・地方自治体関係者の処罰，犠牲者の家

族への補償，逮捕者の釈放，「クルド問題」の民主的解決などを要求した

（��������������������������	�����������������［２００４�，２００４�，２００４�］などを参照）。また
・

事件の犠牲者を追悼するため，３月２１日のネウローズ（������，クルド語で

「新たな日」を意味する春分の日の祝祭，シリアでは母の日）を哀悼の日とする決

定を下し，祝祭の自粛，黒い紋章の着用，黒旗の掲揚をクルド人に求めると

ともに，シリア国旗と大統領の写真の掲揚自粛と，クルド人の惨状に抗議し，
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「クルド問題」の解決を求める横断幕・プラカードの設置を呼びかけた

（��������������������������	�����������������［２００４�，２００４�，２００４�］）。第２の戦術は，
・

事態の収拾にあえて協力することで，�・アサド政権に政治的「貸し」を作

り，活動を有利に進めようとするというものである。彼らは，治安当局が暴

動弾圧にあたる最中に，暴徒（クルド民衆）に対する自制と暴力の停止の呼び

かけ（��������������������������	�����������������［２００４�］などを参照）と，政府高官と
・

の接触・交渉を同時並行的に行うことで（２０），�・アサド政権に政治的譲歩を

促し，自らの要求を受け入れさせようとしたのである。

　しかし，クルド民族主義勢力のこうした戦術は何らの政治的成果も生み出

さなかった。そればかりか，２００４年５月末から６月初めにかけて，�・アサ

ド政権は各党派に政治活動の停止を「要請」し，カーミシュリー事件に乗じ

るかたちで活発な動きを見せたクルド民族主義勢力への規制を強化したので

ある（���������［２００４�，２００４�］）。これに対して，クルド民族主義勢力は６月，

「シリアにおけるすべてのクルド政党」の名で声明を発表し，クルド民族主義

政党の活動の正統性をクルド人民の要求を代弁している点に求めたうえで，

「シリアに政党法が存在しないなか……，クルド［民族主義］政党が法的認可

を得ていないことは，その合法性の欠如を意味しない」（�����������������������
・

���������������������［２００４�］）と主張し，活動の継続を宣言した。だが，その後

の彼らの活動は路線対立のなかで困難を極めたのである。

　以上，�・アサド政権下でのクルド民族主義勢力の活動を詳しく見たが，

そこから明らかになったのは，路線対立，主導権争い，そして政権との政治

的取引を画策するような戦術が，活動そのものを妨げ続けるという現実であ

った。

おわりに

　�・アサド政権とクルド民族主義勢力の対決（そして政権と反政府勢力全体
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の対決）は，現在もなお決着を見ておらず，その行方は予断を許さない状況

にある。両者の攻防は，「クルド問題」の解決や「民主化」実現の可否だけで

なく，権威主義体制の存続そのものにも影響を与える可能性をもっていると

考えられるが，そこでの政治的勝利，あるいは政治的優位の確保は，�・ア

サド政権とクルド民族主義勢力がそれぞれに抱える課題をいかに克服するか

にかかっている。

　�・アサド政権にとって最大の課題は，クルド民族性に起因する亀裂を配

慮したかたちでいかに政治的安定性を確保するかということである。第３節

１で指摘したとおり，�・アサド政権は，前政権において特徴的であった亀

裂操作（亀裂の強調を回避するような人材登用術など）への依存度を低下させる

一方で，「クルド問題」解決に向けた積極的な意思表示とクルド民族主義勢力

への部分的活動規制緩和を通じて，クルド民族性に起因する亀裂を政治に反

映させようとしている。だが，議会制民主主義体制の構築ではなく，権威主

義体制の維持を前提とした現下において，この傾向は政権への不満を鬱積さ

せ，政治的安定性を脅かす危険をはらんでいる。なぜなら，亀裂操作は，潜

在的な反政府分子を懐柔し，政権に対する彼らの不満の爆発を抑えるための

ある種の「安全弁」としての機能を果たしてきたからである。つまり，�・

アサド大統領が対クルド政策を成功させるには，権威主義体制の抜本的な構

造改革を断行し，亀裂と政治の連関を積極的に保障するような制度を構築す

るか，自身にとっての正統性の最大の根拠である改革志向を放棄し，権威主

義体制のもとで亀裂操作を繰り返すかのいずれかしかないのである。

　一方，クルド民族主義勢力も主に２つの課題を抱えている。第１の課題は，

組織の多様化や路線対立によって強められる「非民主的」イメージの払拭で

ある。第２節２や第３節２で見たとおり，自らの意見を集約できないまま路

線対立を繰り返し，その過程で排他主義や不寛容に陥るクルド民族主義勢力

のありようは，権威主義体制を変革し，「民主主義」や「多元主義」を実現す

る能力を欠いているとの疑念を高める。こうした疑念をはらすには，クルド

民族主義勢力（さらにはシリアのすべての反政府勢力）が，クルド人だけを対
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象とするクルド民族主義とシリア国民全体を対象とする「民主主義」を両立

させるためのヴィジョンを共有し，そのヴィジョンのなかで路線対立を生産

的な議論に転化することが最低限必要であろう。

　第２の課題は，クルド民衆との乖離をどう克服するかという問題である。

カーミシュリー事件でクルド民族主義勢力が�・アサド政権との政治的取引

を意図した行動に出たことは，暴動によって現状への不満を表明させざるを

えなかった民衆の意思を的確に捉える能力を彼らが欠いていることを端的に

示している。こうした乖離こそが，「クルド問題」の解決を遅らせるだけでな

く，�・アサド政権によるクルド人の抑圧を容易にしているのであり，その

打開には，民衆との有機的な結びつきを確立し，動員力と組織力を高めるこ

とが急務なのである。

　クルド民族主義勢力にとって，この２つの課題は矛盾している。第１の課

題は，亀裂が政治的対立を助長することへの警戒を要する一方で，第２の課

題は，クルド民族主義に依拠して亀裂を強調することを不可避とする。こう

した点を踏まえただけでも，�・アサド政権下のシリアにおけるクルド民族

主義勢力の活動は困難をともなうことが予想される。だが，これらの課題を

克服することなしに，「クルド問題」の解決，クルド人の民族的生存権，政治

的・文化的，そして「民主化」といった一連の要求を実現するための具体的

なステップが踏み出されることはないだろう。

〔注〕―――――――――――――――

�　シリアの政治勢力は，アラブ民族主義（バアス主義，ナセル主義），マルク

ス主義，シリア民族主義，イスラーム主義，クルド民族主義，その他（リベラ

リズム，アッシリア民族主義など），という６つのイデオロギー・政治潮流に

分類できる（青山［２００５���５９］）。

�　また，保守勢力と革新勢力の中間に位置する政治組織としてシリア・ムスリ

ム同胞団があった。彼らの社会的出自は保守勢力と同じだったが，その政治的

志向は革新勢力に近かった（青山［１９９５��５１�５５］）。

�　カウミーユーン，クトリーユーン，軍事委員会については，青山［２００１���
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２０８�２０９］，アジア経済研究所［１９８３��８５］などを参照。

�　シリアのアラウィー派は，マターウィラ（������������），ハイヤーティーン

（����������������），ハッダーディーン（���
・

������������），カルビーヤ（�����������）と
・

いう４つの部族に大別され，���・アサド国防大臣はマターウィラ，ジャディー
・

ド地域指導部副書記長はハッダーディーンの出である（�������［１９７９��５６］）。

�　２００６年１月現在，バアス党，アラブ社会主義者運動（��������������	
������������
・

��������）アフマド・ムハンマド・アフマド（�����������������������������）派，
・ ・ ・

国民誓約党（�����������	
�������
・

�������），統一社会主義者党（
・

������������
・

�������������
・

��������	���������），統 一 社 会 民 主 主 義 党（���������������
・

����������������	
���������
・

��������������），アラブ社会主義連合党（
・

�����������		�
・

�������������	
�����������������），ア
・

ラブ民主連合党（�����������		�
・

��������������	���������������
・

�����），シリア共産党ウィサー
・

ル・ファルハ（������������
・

����）派，同ファイサル派，シリア民族社会党マハーイ
・

リー派からなる。

�　「非公認」の組織は，協会・民間団体法（１９５８年第９３法，１９５８年７月８日施

行）に則って公認申請することも不可能でないが，彼らによる申請が認可され

たことはない。

�　シリアの政党・政治組織のなかで「非合法」と認定されているのは，１９８０年

法律第４９条で所属メンバーへの極刑が定められているシリア・ムスリム同胞団

だけである。

�　��������	
������
［１９９６��１０］，������������［２００３］，��������［１９９２��
・

１２１，２０００��４６６］，������［１９８０��２１１］などによると，クルド人はシリアの総

人口の８％から１１％を占める。

�　またこれらの政党・政治組織の他にも，シリア・クルド人権委員会（アラビ

ア 語 名�������������������������������	���������������，ク ル ド 語 名��������������
・

���������������������������，通称���），シリア・クルド人権侵害監視団（������������
・

��������������������������������������������������������，通称�������），シリア人権・
・

基本的自由擁護クルド機構（����������
・
�������������	�������������������
・

������������
・

������������������������������������������������，通称���）といった人権団体がある。
・

�　国内の有識者が中心となって２０００年末に開始した改革運動の通称で，文化会

議の会合を通じて，市民社会の設立などを議論し，�・アサド政権に改革を迫

った。２００１年初めに最高潮に達したこの運動は，同年２月に文化会議の会合が

閉鎖に追い込まれた後，８月から９月にかけての指導者・活動家１０人が逮捕さ

れ，そして２００２年夏までにその全員が有罪判決を受けたことで完全に頓挫した

（青山［２００５���３７�５６］を参照）。

�　��『進歩国民戦線憲章』基本綱領第３条は，加盟政党をアラブ民族主義勢力と

マルクス主義勢力に限定してきた（���������������������	��������������������	
����
・

［１９７２��１９�２０］）。
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�　シリア共産党は１９８６年にバクダーシュ派（現ファルハ派）とファイサル派に

分裂したが，このうちファルハ書記長（バクダーシュの妻）とアンマール・バ

クダーシュ（����������������）政治局メンバー（バクダーシュの長男，機関

紙『サウト・アッ＝シャアブ』〔�������������	
〕編集長）が指導する前者の党員
・

のほとんどはクルド人である。

�　なお，亀裂の操作とは若干内容を異にするが，���・アサド前政権は，外国
・

（トルコやイラク）のクルド民族主義勢力を保護することで，シリアのクルド

人の政治化を抑えようとした。とりわけ，１９８０年代と１９９０年代には，���の対

トルコ武装闘争を支援することで，シリアのクルド人の政治的関心を国外に向

けようとした（青山［２００５���５７�５８］）。また，トルコ政府の圧力によって，アブ

ドゥッラー・オジャラン（���������	
����）���党首がシリアを出国（１９９８年

１０月，その後１９９９年２月に逮捕）すると，���・アサド前政権は１９９８年１２月，
・

「���の残党を保護し，政権に奉仕させる」（��������［２０００�］）ため，シリア国

民民主連合（�����������	���
������������������������������������）と称する組織を結成
・ ・

させた。だが，この「傀儡」組織は実質的な活動をほとんど行わないまま消滅

した。

�　２００５年５月１０日，イスラーム研究センター（����������	
���������������������）

副所長を務めるハズナウィー師がダマスカス滞在中に失踪し，同月３１日にデイ

ル・ゾールでその遺体が発見された事件。この事件はハズナウィー師の失踪当

初から，シリアの治安当局による犯行と疑われた。ハズナウィー師は欧州を訪

問した２００５年２月半ば，シリア・ムスリム同胞団のアリー・サドルッディー

ン・バヤーヌーニー（�����������������������������������）最高監督者と会見し，同胞
・

団の政治姿勢を支持するとともに，「クルド問題」解決に向けた協力を要請した。

事件の背景には，こうした動きによってシリア・ムスリム同胞団とクルド民族

主義勢力の接近が促されることへの治安当局の警戒感があったと考えられて

い る（����������������［２００５�］，��������	���
�������［２００５］，��������������

［２００５］，������������
・

������������������
・

����������������������������（��������）［２００５］）。
・

�　加盟政党は以下の通り。シリア・クルド民主同盟，シリア・クルド民主戦線，

シリア・クルド・イェキーティー党，シリア・クルド人民連合党，シリア国民

民主連合，市民社会再生諸委員会，アタースィー会議，シリア人権協会，���，

シリア・アラブ人権機構，共産主義行動党，国籍剥奪者権利擁護委員会。

�　「ダマスカス国民民主変革宣言」は，シリア国民民主連合，市民社会再生諸

委員会，シリア・クルド民主同盟，シリア・クルド民主戦線，国民民主ムスタ

クバル党（�����������	
�����������
・

�������������������������），そして無所属の有識者
・ ・

の連名で発表され，その後数日の間に，クルド・シリア民主合意，シリア・ム

スリム同胞団，共産主義行動党，シリア国民会議（�������������	������������������），
・

シリア近代民主主義党（����������
・

�������������
・

��������������������������
・

�������������������），
・
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民主統一バアス主義者連合（�����������	
��������������������������������������
・

���
・

���������），シリア自由国民同盟発足委員会（���������������	�������������������������
・

������������������
・

��������������������），シリア改革党（
・

�����������
・

������
・
�������������），シリア民
・

主行動委員会（�����������������������������������	�������������），アッシリア人民機構
・

（���������������������������������������������������），シリア人権委員会（������������
・ ・ ・

������������������������������），アタースィー会議，シリアのための連合（���
・

�����������	���
���������），シリア・アラブ人権機構などが署名した（���������	

�����������������［２００５��２０�４２］）。
・

�　なお，人権団体のシリア・クルド人権委員会とシリア国外で活動するシリア・

クルディスタン民主パールティーも「ダマスカス国民民主変革宣言」に否定的

な立場を示した（����������������������������������������������������������	
�������［２００５］，
・

���������	���
�������������［２００５��３３�３４］）。
・

�　「シリアにおけるすべてのクルド政党」にはその後（２００４年６月）にシリア

民主連合党が参加した。

�　当局は，２００４年３月末，５月，１２月，そして２００５年３月に恩赦などを通じて

約１３００人の逮捕者を段階的に釈放した。その間，約２００人を国家最高治安裁判

所と軍事裁判所に起訴し，懲役２年から３年の有罪判決を下していった

（����������������［２００４�，２００４�，２００４�，２００４�，２００５�］，�������［２００４］，�������

���［２００５］，���������［２００４�，２００４�，２００４�，２００４�，２００４�，２００４�］，����������
・

［２００４�，�２００４�，２００４�，２００４�］，��������������������	
��［２００４］，���������	
��［２００４］，
・

������������
・

������������������
・

����������������������������（��������）［２００５�，２００５�］，
・

�������
・

���������������������������������������������������������［２００５］，���������������	����������������
・

������������������［２００５］，����������������������������������������［２００４］，������������
・

���
・

�����������	�����������������［２００５］などを参照）。

�　たとえば，２００４年３月半ば，シリア・クルド・イェキーティー党のアリー

クー政治委員会メンバー，シリア・クルド人民連合党のバッシャール・アミー

ン（������������������）政治局メンバー，シリア・クルド国民民主党のターヒ

ル・サフーク（���������������）書記長，シリア・クルド進歩民主党ダルウィーシ
・

ュ派のダルウィーシュ書記長らが，アリー・ハンムード（���������������）内務
・

大臣，ヒシャーム・ビフティヤール（������������������）総合情報部（ムハー

バラートの一つ）長，マンスーラ政治治安部総務次長らと数度にわたって会見

し，カーミシュリー事件の真相究明などを要求した。また４月下旬にも，シリ

ア・クルド進歩民主党ダルウィーシュ派のダルウィーシュ書記長，シリア・ク

ルド左派党イブラーヒーム派のムハンマド・ムーサー（�����������������），
・

シリア・クルド民主統一党（イェキーティー）のイスマーイール・ウマル（����������

�����）前書記長，シリア・クルド民主党（アル・パールティー）イブラーヒー

ム派の�・�・イブラーヒーム書記長らが，ムスタファー・トゥラース（����������
・ ・

���



������������）国防大臣と会見し，同事件で逮捕されたクルド人の釈放などを要求
・

した（����������������［２００４�］，����������［２００４�］，����������［２００４］）。
・ ・
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�（�������������������）�������������	
����
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�����
・
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・

��������������������	”（カーミシュリーとダマスカスの事件をめぐって無垢

なクルド人２７人に容疑が向けられる），����２�
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������������
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――［２００５�］“�������������“���������	��
����”������������������������	
���������
・

����������������	�
�������������������������������������	��������������������

������������������������”（シャイフ・ムハンマド・ハズナウィーの遺体が家族に

引き渡され，カーミシュリーは「兵舎の様相」を呈す…ブリュッセルでのバ

ヤーヌーニーとの会見が確認される），�����１�
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�����������
・

��������
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・ ・

���������”（カーミシュリー事件の避難民数百人がイラクのクルド人地区で困

難な生活を送り…逮捕とシリア当局への身柄引き渡しに怯える），�������１１�

――［２００５�］“������������	�������������������������������������������������������������	
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������������������������	
������������
・
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・
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行動への委員会の参加とは裏腹に，クルド人の存在感は希薄），����������１２�

����������������［２００５］“����������������������	
�������������������”（同盟と戦線が我々と戦
・ ・

���



おうとしている），���������	
����
７�

��������������������������［２００４］“���������������������
・

�������������
・

����１１２����������	�
・

������������������	������������”（政治犯１１２人のシリアの刑務所からの釈放によ

せた声明），”���������６�

��������	���
�������［２００５］“��������	�
�������������	���“������������	�
��”，”�

�����１�

���������（������������	
������）［２００３�］“�����������	��������������������������
・ ・

����������������������������������������	�
”（次期選挙におけるクルド統一リ

ストと共同声明），���������１８�

――［２００３�］“�����������	
�������������������������������	�����������	
�������������
・

������������������������������”（クルド人候補がアレッポとラッカで選挙広報
・

を開始），���������１９�

――［２００３�］“���������	�
����
・
������������������������������������	�
�������������	
	
�
・

������”
・

（候補者名簿をめぐって最終合意ならず），���������２２�

――［２００５］“�����������������１８������
・

�����������������������������
・

�������������	��
�����
・

���������	”（ダマスカス軍事裁判所でのクルド人市民１８人の公判開始），�

���������１７�

���������	
����	［２００１］“��������	�
�������

������
��（���������	�
�）������

����������	
����������������������������������������	
���”������������	�
���５０��
・ ・

��������	
���������������	�����	���������	
��

���������������［２００２］������������������������������������������	�
�������������������（シ
・

リア議会，１９１９～２００１年までの歴史的発展のなかで），������������������

�����������������������������	
�

������������������［２００３］“��������������������������������	
�����������������������	����������
・

������������������������������������������������”（ジャズィーラでのアラブ・ベルト
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������
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・

���������������������������������������“�������������	�
��
��������””（「ダマスカス
・

変革宣言」に対するシリア・クルディスタン民主パールティーの立場）��

��������１８�

������������������������������������［２００５］“��
・

������
・
����������������������	�����������	
��������
・

���������������������������������������������	
�������������������������	�
��”（シ
・ ・

ャイフ・ムハンマド・マアシューク・ハズナウィー暗殺の罪に関するシリ

ア・ムスリム同胞団声明），�����１�

���������	��
��［１９７０］���������	
����������������	����������������������	�
������
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��������

����２２��������������	��	�
������	�������

���������（������������	
�������）［２００４�］“�������
・
����������
・

�������������������������������
・

�������”（アレッポ大学でクルド人学生が包囲），������１４�
・

――［２００４�］“���������������������������������������������������������
・

�����������������”（ジャズ
・

ィーラでの平和的デモ，当局との衝突で死者），������１４�

――［２００４�］“���������������������������	
�����
・

�����������������������������	���������”（カー
・

ミシュリー虐殺に抗議して，人民議会前で座り込み），������１５�

――［２００４�］“������������������������������������������������������	���”（アレッポとア
・

フリーンで血の弾圧と大規模逮捕），������１６�

――［２００４�］“��������������������������������	�
����������������������������������������������������
・ ・ ・ ・

����������������������	�������������	
������������������������������������������������
・ ・

�����������”（クルド人の活動弾圧の新段階――シリア政府はクルド政党に政

治活動の断念と文化団体としての活動を要請――），�����２�

――［２００４�］“��������������������������������		�
���������������������������
・

��������������	��������
・

���������������������������	�������
・
����������”（シリア政府はクルド政党幹部の召
・

喚と党活動停止に関する決定の通達を継続），�����３�

――［２００４�］“��������������������������������������
・

�������������	�
��������������”（クルド人
・

逮捕者がダマスカス軍事裁判所に起訴），�����１２�

――［２００４�］“�������������������������������	
�����������������������������
・

�������������	�
���
・

������������	��
���������������������
・

��������
・

���������������	���������������
・

�����������
・

������������
・

�������”（クルド人逮捕者が新たにダマスカス軍事裁判所に起訴，複数の事件

での逮捕者がアフリーン判事に起訴），�����２６�

��������	
�����	�［２００４］���������	
���������
��
���
���������������	
��������	����

�����������	
��������������１������������	
������������	������	������

������

���������������������［２００４�］“���������������������������������������
・

�������������������	������“���
・

�������”��“���������””（シリア――「アル＝フトゥーワ」対「アル＝ジハー

ド」戦での民衆暴動で数十人が死傷――），�������������������１３�
・

――［２００４�］“������������������	����
������������
・

������������������	
�������������
・

�������”（シリア――スタジアムでの暴動がダマスカスに暴力が波及――），

�������������������１４�
・

――［２００４�］“��������	
�������������������������������������������������
・

���������
・

���



���������������������	
����������������������”（ダマスカス――高官がクルド

人と会見，暴動に加わった者たちを尋問すると警告――），�������������������
・

１５�

――［２００４�］“��������	
������������
・

������������	�����
����������������������������
・

������������������
・

�������������������”（ダマスカス――マクトゥーム問題解決に向け
・

て門戸開放，クルド人には米国の庇護は不要），�������������������１９�
・

――［２００４�］“�����������������������	��������“����������������”������������７２０�����������
・

���������������������”（ズィバーリーがダマスカスに初の「公式訪問」，ノールー

ズ前夜にクルド人７２０人釈放），�������������������２１�
・

――［２００４�］“�������������������２２������������	
���������������������	��
����”（シリア――
・ ・

容疑者２２人が軍事裁判所に起訴――），�������������������１１�
・

�����������������������������������������������	［２００４］““�����������”��������������������
・ ・

�����������������������������������	�������������	�
�����	������������������������”

（『アル＝ハヤート』紙がシリア北部の都市を取材――クルド人と地元住民の

集会を禁じる通達発令――），�������������������１９�
・

����������������［２００５］““��������������	�

������”���������	
�������������������
・

��������
・

����������������
・ ・

����������������������������������	�
��������������
・

����”（「進歩（国民）
・

戦線」は政治生活を調整し…政権交代を禁止した政党法案を承認），������������

���������９�

���������	
��（�������������	
�������
�）［２００４］“���������２２�����������������������������
・ ・

�������������������������”（クルド人２２人がアレッポ軍事裁判所に起訴），������１７�
・

��������������������������������������［２００５］“���
・

�����
・
���”（声明）��������	１８�
・

���������������������
・

�������������������������［２００５］“��������
・ ・

���”（声明），�����１２�
・

���������������������
・

����������������	��������������������������������������	
����［２００５］
・

“�����������
・
�����������������������������������������������”（イェキーティー党の連中
・

は偽善者だ），�������２１�

�����������		�
・

�������������������
・

������������������������������������	��������［２００５］“��������������������
・

������������������������		�
・

�������������������
・

����������������
・

���������������������	”（ダマ
・

スカス宣言に関するクルド民主連合党から世論への声明），��������１９�

�����������		�
・

��������������	������������������������������������������	
������［２００３］“
・

����������
・

������������������	����������������������	��
・

�������������	
����������������������������������
・ ・

����������������������	
����������������	
�����������������”（クルド人民連合党は全選
・

挙区での選挙ボイコットを宣言――シリアでの次期「選挙」に関する声明

――），���������２２�

������������
・

������������������
・

����������������������������（��������）［２００５�］“��������
・ ・

�������
・

������������
・

����������������������������
・

����������
・

�����������������	

・

���������������	
��������
・

��������������
・

������”（声明――我々は政府にシャイフ・ムハンマド・ハズナウィー
・
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の行方解明と釈放を求める――），����１２�

――［２００５�］“������������������	��
����������������������	
�������������������������������
・

��������	
����������������”（ダマスカス最高軍事裁判所はクルド人逮捕者に

対して４度目の改悛を求める），������１７�

――［２００５�］“����������������������	
��������������	
�����������������	
���
������

���������������	��
����”（軍事裁判所でのクルド人逮捕者に対する５度目の意
・

見聴取），������２５�

��������������������������������������［２００３�］“����������
・

�����
・
�����”（立場表明），���������
・

２２�

――［２００３�］“������”（声明），���������２３�

――［２００５］“�������������������������������������������������
・

�������������
・

������������	����������
・

����”（カーミシュリー市民がクルド人逮捕者の釈放の祝賀を禁じられる），

�����２７�

����������������������������������������������������������������［２００５］“��
・

������
・
��������
・

�����������	�
・

��������	���������������������������	�����������������	
�������	��������
・

���������”（声明――クルド人逮捕者１５人に対して禁固３年ないしは２年の

判決――），���������１５�

������������������������������������������������������	
�������［２００５�］“��
・

������
・
����
・
��������������	
・

�������
・

������������	�
�����������������������������
・ ・

������������	�����”（逮捕者釈放を求めるダマ
・

スカスでの座り込みに関する声明），����３０�

――［２００５�］“��������
・
�������
・

�������������������������������������������������������	”（声
・

明――我々はダマスカス宣言の文言と無関係である――），��������１６�

����������	
	�［１９８８］��������	
���������������������������������������	��
����

��������	
������
［１９９３］��������	
������
����������������������	�
����

��������	�
��

――［１９９６］��������	
����
�
��������������８������４（�）���������	
�������������

������

��������	
���［１９６９］���������	
�������
��	����������
�����������	�
���������	�
���

�����������	�
�����������������	
�����������	�
�����

�������������������	
�����［２００４］“����������������	������������������������������������”（クル
・

ド人使節団がシリア国防大臣と会見），���������	
����
２５�

“�������������	�
��
����������������������������������������”（ダマスカス国民民主変革宣言）
・ ・

［２００５］��������１６�

�����������������������������������	���������������������������
・

���������������������
・

��������������������
・

��������［２００５］“��������������������������������	
����
・

����������������������������
・

�������
・

��������������������������������	�
��”（国民共通の関心を議論すべく，アブド
・

ゥルハミード・ダルウィーシュ邸で国民会合），�����６�

���



����������������������������������������［２００３］�����������������������	
�����������		����������
・
�����������（国籍を剥奪されたクルド人の現状に関する報告），����������

����������������������������������������
・

――［２００４］��������������������������������������������������������������
・

����������������	�������
・

（カーミシュリー事件およびシリア諸都市での関連事件に関する報告），�

����������	��
�������������������������������������
・

��������	�
�
���［１９８７］����������	
������
������	����
��������������	
���

����������	
�����������������	�
��������	������������������

�����������	
［１９６４］��������	�
��������	
����������������	�
�����������

���������	
������

������������	������������������������������������
・

�����������������������������
・

�����������������
・

［２００５�］“���������������������������������������������������������	
���������������������������
・ ・ ・

����
・

������������������������������”（シリア人民への政治犯釈放要求の座り込みの呼

びかけ），����２６�

��������	
����［１９８８］“����������	��
�������
����
�����������������

��������������	�，”�������������２９������４������５７９�５９４�

������������������������［２００３］“����������
・ ・

������
・
��������������������������������������������
・

���”（シリアのクルド問題はなぜ今提起されたか？），�����������	
�������

��������７�

��������������������������	�����������������［２００３］“�������������������������������
・

�������������
・

����������������”（国民的・民主的人民への声明），���������１７��
・

――［２００４�］“������”（声明），������１２�

――［２００４�］“������”（呼びかけ），������１３�

――［２００４�］“������������������������	���������������������”（バッシャール・アサド

大統領・博士へ），������１５�

――［２００４�］“��������
・
����
・
��������������	
��������������������������
・

��������������	�����������������”
・

（シリアにおけるすべてのクルド政党指導部会合声明），������１５�

――［２００４�］“���������������������������”（ノールーズによせた声明），������１７�

――［２００４�］“�������”（公示），������１９�

――［２００４�］“��������
・
����
・
��������������	
����������
・

��������������	����”（クルド政党会合声明），
・

������１９�

――［２００４�］“��������
・
����
・
��������������	
������������������
・

��������������	�����������������”（シリ
・

アにおけるすべてのクルド政党会合声明），�����

――［２００５］“���������������������������������	�������������������������	��
��������������
・

���������������������”（クルド人逮捕者の釈放に関するシリアにおけるすべて

のクルド政党声明），������３１�

���������������［２００４］����������������������������������������	��
����������������
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������������������（シリアにおける国籍剥奪者［パレスチナ難民を除く］），３���
・

���������	
�
����
���
��
�
�����
����������������������������
・

���������	���
�������������（民 主 的 立 場）［２００５］��������	
������������������	�
��
・

���������������������������������������（ダマスカス国民民主宣言），���������
・ ・

���������	��
��［１９９２］��������	�
���������������������������	�
�����
���	����

――［２０００］���������	
�������������������２�����������	���
��	������������������

���������	
����������
���

���������	
���
�［１９９１］��������	�
��������������

����������������	
����
	��

��������	
���������������	�
��	�������������������������

���������������������	��������������������	
����（進 歩 国 民 戦 線 憲 章）［１９７２］，�
・

�����������	
������������������������������	�
����������������������������
・

�������������［１９６６］“��������������
・

���
・
����������������������
・

�������������������
・

�������
・
��������
・

��������”
・

（ハサカ県の政府農場開発計画決定），����１１���������	��

��１２�１３�

���������	
����（���������	
�������）［１９８０］“��������	�
����
��”����������

���������	�
�����������	
��	������	�����
�����������������	
����������������

����������２１１�２１９�

����������������������［����］“���������	����������������������“��������������������������
・ ・
���������������������”（忘れられた人民，存在しない憲法――シリアにおけるク

ル ド 問 題 の 解 読 ――），�����������������１（�����������	
���	�������

��������９������２００３年３月アクセス）．

����������������［２００３］“�����������������������������������“��������������”���������	�
・ ・

���������	��“����������������	
�����”（シリアのクルド人が「子供の日」にデ

モを実施，ダマスカスは「外国が唱導した」とみなす），�����２７�

���������	
������［１９７２］��������	
����
�����������������
������������	��
�����

���������	
������
���������
������

������������
・

�������［１９９３］
・

���������
・

����������������（シリアをめぐる対話），�������������
・

��������

������������������［２００４］“���������������	�������������������������	
������３０��������“���
・

����������������������	””（シリアのクルド人地域――「アラブ人移民」入植３０
・

周年――），����������������２３�

������������	����������������［２００２］“�������������������������������
・

�������
・
��������
・

��������”（大
・

統領がハサカ県訪問），����３３４（������）��１�２�

����������	
��［１９６５］��������		
�������������������������������	��
��������������

����������������	�
������
������
����

���������	�
�［１９９４］������������	��
������
������
��������������	�
����������

����������	
����
�����������
�������������	
����������������������������

����������

���



��������������������������
・

���������������������������������������	�����
����������������������	���������
・ ・

��������［２００３］“�����������������������	
�������������	
������������������������
・

��������������������������������	��������������������������
・

���������������������
・

�����������
・

���������������������”（シリア・クルド民主戦線，シリア・クルド民主同盟両指

導部共同会合声明），���������２３�

��������������	�
��������������������������������������	
�����������������［２００５］“��������

�����������������������	�
����������������	
���������������	
�����������������
・

���������������������������������”（声明――ダマスカス宣言が進歩的なステップ
・

だとみなすが，クルド民族の存在が取り上げられていない――），��������１８�

���������［２００５］“����������	
��������������������������
・

������������	
�����
�
����	��������
・

�����������	
����������������������������”（バアス党第１０回地域大会が閉幕し決議
・

と提言を採択），�����１０�

�����������	�
���［１９７５］“���������	��
�����������������������”����������

��������	
���������������	���
������
������
�	�������������	�
�����

��������	
��������	���������	���１５１�１６１�

����������	
����［１９７９］��������		
����������������������������������	
���������	

���������	�
������	����
�������������������������	�
��	

��������［２０００�］“��������	�����������	�
���������������	
������������������
・

�������������������
・

�������”（スウェーデンのクルド人がアームーダ映画館火災４０周年を追悼），

����６７（��������）（�����������	
２�������������６７����）．

――［２０００�］“�������������������	
����������������	
��������������������������������	�����
・

������������”（ザルキーの連合の機関紙がシリアのクルド政党を疑問視），����

６８����������（�����������	
２�������������６８����）．

　第４章　シリア：権威主義体制に対するクルド民族主義勢力の挑戦　���




